
特
集
論
文

清
涼
澄
観
の
安
国
批
判
を
め
ぐ
っ
て

1
初
発
心
成
仏
と
一
生
有
望
i

は
じ
め
に

　
周
知
の
如
く
、
唐
代
中
期
の
清
涼
澄
観
（
開
元
二
十
六
年
・
七
三

八
－
開
成
四
年
・
八
三
九
）
は
、
『
華
厳
経
』
こ
そ
が
最
高
の
仏
典

だ
と
す
る
立
場
に
立
ち
、
自
ら
の
『
華
厳
経
』
注
釈
に
お
い
て
、
武

則
天
期
の
法
蔵
が
示
し
た
教
学
の
継
承
を
標
榜
し
つ
つ
、
教
判
を
中

心
に
、
玄
　
唯
識
及
び
禅
宗
、
或
い
は
天
台
と
い
っ
た
各
学
派
の
教

学
に
対
す
る
距
離
を
設
定
し
て
、
華
厳
教
学
の
優
位
性
を
示
そ
う
と

し
た
僧
侶
思
想
家
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
澄
観
だ
が
、
成
仏
論
に
お
い
て
は
、
信
満
或
い
は
初
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

に
お
け
る
成
仏
と
い
う
説
を
奉
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
正
当
性

を
め
ぐ
っ
て
、
主
著
『
華
厳
経
疏
』
及
び
『
華
厳
経
随
疏
演
義
砂
』

（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
『
疏
」
、
『
紗
」
と
略
称
）
に
お
い
て
、
安
国
と

い
う
人
物
の
説
を
相
手
に
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
澄

観
に
と
っ
て
信
満
或
い
は
初
住
に
成
仏
を
設
定
す
る
こ
と
が
な
ぜ
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
　
淵
　
昌
　
也

要
だ
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
唐
代

の
華
厳
教
学
全
体
に
お
い
て
、
な
ぜ
信
満
或
い
は
初
住
成
仏
が
主
張

さ
れ
た
の
か
、
そ
の
背
景
を
考
え
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。
そ
こ
で
本

稿
で
は
、
こ
の
澄
観
に
よ
る
安
国
批
判
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
澄

観
及
び
華
厳
教
学
に
と
っ
て
信
満
或
い
は
初
住
成
仏
説
が
も
っ
た
意

味
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
一
　
安
国
と
は
誰
か

　
さ
て
、
澄
観
が
信
満
或
い
は
初
住
成
仏
の
正
当
性
を
巡
っ
て
対
抗

相
手
と
し
て
引
用
す
る
の
は
、
安
国
と
寺
院
名
で
略
称
さ
れ
る
人
物

で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
人
物
が
誰
か
と
い
う
問
題
か
ら
検
討
し
て
み
た

い
。　
澄
観
の
安
国
批
判
に
注
目
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
鎌
田
茂
雄

氏
の
業
績
が
あ
る
。
氏
は
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
の
中
で
、

澄
観
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
禅
の
諸
系
統
を
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
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澄
観
が
引
用
す
る
安
国
に
注
目
し
、
玄
　
門
下
の
安
国
寺
利
渉
の
可

能
性
を
示
唆
さ
れ
な
が
ら
、
結
局
安
国
寺
玄
挺
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

安
国
寺
玄
挺
と
は
、
禅
宗
の
一
派
の
、
い
わ
ゆ
る
牛
頭
系
統
に
属
す

る
僧
侶
で
あ
る
。
そ
し
て
鎌
田
氏
は
、
こ
の
玄
挺
の
影
響
を
受
け
た

こ
と
が
、
澄
観
の
禅
宗
に
対
す
る
態
度
に
大
き
く
寄
与
し
た
も
の
と

　
　
　
　
　

さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
澄
観
の
引
用
す
る
安
国
は
、
玄
挺
で

は
な
く
、
利
渉
の
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
論
証
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
鎌
田
氏
は
、
澄
観
が
『
紗
』
の
巻
二
十
五
で
安
国
説
を
引

い
た
後
で
、
「
亦
纒
宗
に
非
ざ
る
が
故
に
」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
を

と
り
あ
げ
、
そ
れ
な
ら
禅
宗
の
玄
挺
で
あ
る
に
違
い
な
い
と
さ
れ
た
。

恐
ら
く
、
こ
の
判
断
の
背
後
に
は
、
明
言
は
さ
れ
な
い
も
の
の
、
経

宗
対
禅
宗
と
い
う
対
比
に
お
い
て
語
ら
れ
た
も
の
と
み
る
判
断
が
あ

る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
こ
の
「
経
宗
に
非
ず
」
と
は
、

ど
う
い
う
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
る
か
を
見
て
み
た
い
。

　
こ
の
『
砂
』
の
解
説
が
つ
け
ら
れ
た
『
疏
』
は
、
八
十
巻
『
華
厳

経
』
（
以
下
、
『
経
』
と
略
称
）
の
普
賢
三
昧
品
で
、
普
賢
菩
薩
が
三

昧
よ
り
立
っ
た
と
き
、
実
は
一
切
世
界
の
微
塵
数
の
三
昧
か
ら
立
っ

た
の
だ
と
し
、
そ
れ
を
九
の
側
面
か
ら
述
べ
た
う
ち
の
、
第
二
番
目

に
挙
げ
ら
れ
た
「
知
三
世
一
切
法
界
所
有
微
塵
三
昧
門
」
（
『
経
』
巻

七
・
T
1
0
三
三
b
）
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
前
後
の

『
疏
』
に
は
、

　
　
〇
二
所
謂
下
別
辮
塵
敷
既
多
、
略
列
其
十
。
一
即
能
知
智
三
昧
、

　
　
謂
無
一
念
暫
差
、
故
云
念
念
無
差
、
而
不
屡
遍
知
、
爲
善
巧
智
。

　
　
二
即
所
知
塵
境
。
上
能
所
一
封
。
（
『
疏
』
巻
十
・
T
3
5
五
七
一

　
　
c
）

　
と
あ
り
、
当
該
の
『
紗
』
は
、
こ
こ
の
「
二
即
所
知
塵
境
」
の
文

言
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
後
を
含
め
て
引
用
し
て
み
る
と
、

　
　
○
疏
、
二
即
所
知
塵
境
者
、
此
有
二
義
。
一
塵
即
微
細
之
塵
、

　
　
知
其
相
虚
、
又
能
容
納
故
、
及
爲
物
因
。
如
八
地
中
知
微
塵
差

　
　
別
智
。
二
即
六
塵
境
故
、
亦
名
微
塵
境
故
。
安
國
云
、
謂
色
等

　
　
五
塵
界
是
現
量
境
、
五
識
親
誼
、
都
無
塵
相
。
如
來
藏
中
頓
現

　
　
身
器
、
而
無
塵
相
。
六
七
妄
想
、
謂
有
我
法
。
想
所
現
相
、
是

　
　
分
別
攣
。
分
別
攣
相
、
但
可
爲
境
、
而
無
實
用
。
如
日
嚢
焔
、

　
　
帯
微
塵
而
共
紅
、
非
實
紅
也
。
如
水
澄
清
、
含
輕
雲
而
倶
緑
、

　
　
非
實
緑
也
。
如
観
本
質
、
知
壷
像
而
非
眞
、
若
了
藏
性
、
悟
塵

　
　
境
而
爲
妄
。
故
纒
云
、
非
不
謹
眞
如
而
能
了
諸
行
皆
如
幻
事
等
。

　
　
似
有
而
非
眞
故
。
法
界
微
塵
、
以
爲
三
昧
。
繹
日
、
此
義
易
了
、

　
　
亦
非
纒
宗
、
故
疏
含
有
、
而
繹
之
似
巧
、
故
抄
引
之
。
（
『
砂
』

　
　
巻
二
十
五
・
T
3
6
一
八
八
c
）

　
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
経
文
に
「
微
塵
」
と
あ
る
の
を
、
『
疏
』
に

「
塵
境
」
と
言
い
換
え
、
『
紗
』
で
そ
の
「
塵
境
」
を
二
つ
の
側
面
か

ら
解
説
す
る
。
そ
の
中
で
第
二
の
、
「
六
塵
の
境
」
と
と
る
解
釈
の

例
と
し
て
、
安
国
の
説
明
を
引
い
た
の
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は

後
で
改
め
て
検
討
し
よ
う
。
そ
し
て
、
「
釈
し
て
い
う
。
こ
の
義
は

分
か
り
や
す
い
し
、
経
の
宗
で
も
な
い
の
で
、
『
疏
』
で
は
内
に
含

ま
せ
（
て
外
に
表
さ
な
か
っ
）
た
。
し
か
し
解
釈
が
巧
み
な
よ
う
な

の
で
、
『
紗
』
に
引
用
す
る
。
（
此
義
易
了
、
亦
非
纒
宗
、
故
疏
含
有
、
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而
繹
之
似
巧
、
故
抄
引
之
）
」
と
い
う
。
こ
こ
の
意
味
は
分
か
り
や

す
い
上
に
、
「
経
宗
」
で
な
い
か
ら
、
『
疏
』
に
こ
の
安
国
の
説
を
引

か
な
か
っ
た
の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
前
後
の
脈
絡
か

ら
み
る
と
、
「
経
宗
」
で
な
い
、
と
い
う
表
現
か
ら
、
直
ち
に
そ
れ

が
「
禅
宗
」
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
文
脈
を
読
み
取
る
こ
と
は
難
し

い
。
　
実
は
、
澄
観
の
著
作
中
の
「
経
宗
」
の
用
例
を
み
る
と
、
「
経
宗
」

は
、
こ
の
経
、
即
ち
『
華
厳
経
』
の
「
宗
」
と
い
う
意
味
で
の
み
使

わ
れ
て
お
り
、
禅
宗
・
経
宗
で
一
対
を
な
す
も
の
と
し
て
固
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

た
用
例
は
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
「
経
宗
」
を
禅
宗
と
の
対

比
で
語
ら
れ
た
も
の
と
み
て
、
安
国
を
禅
宗
の
人
と
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
澄
観
は
、
『
疏
』
の
随
文
解
釈
に
つ
け
た
『
紗
』
の

中
で
、
普
賢
三
昧
品
（
巻
二
十
四
・
T
3
6
一
八
五
b
・
一
八
八
c
）
、

賢
首
品
（
巻
三
十
五
・
T
3
6
二
六
六
c
l
二
六
七
a
）
、
初
発
心
功

徳
品
（
巻
三
十
九
・
T
3
6
三
〇
三
c
I
三
〇
四
a
）
、
十
地
品
（
巻
五

十
九
・
T
3
6
四
六
八
b
I
c
）
と
、
何
度
も
安
国
の
説
を
引
い
て
い

る
。
そ
こ
で
、
恐
ら
く
は
、
安
国
の
『
華
厳
経
」
解
釈
の
テ
キ
ス
ト

が
存
在
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
禅
宗
の
「
北
宗
」
の
神

秀
に
「
華
厳
経
疏
』
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
伝
承
は
、
現
在
で
は
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ

定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
禅
宗
」
の
人
々
が
『
華
厳
経
」
に
深
い

関
心
を
抱
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
牛
頭
系
統
は
三

論
学
派
と
の
関
係
が
あ
っ
て
、
三
論
学
派
も
華
厳
経
を
重
視
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
ら
　

た
の
で
あ
る
か
ら
、
牛
頭
禅
系
統
の
人
物
に
『
華
厳
経
』
に
関
す
る

説
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
し
か
し
、
玄
挺
に
は
、
現
存
の
伝

記
類
を
見
る
か
ぎ
り
、
『
華
・
厳
経
』
を
巡
る
機
縁
は
見
え
る
も
の
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
釈
の
記
載
は
な
い
。

　
一
方
、
鎌
田
氏
が
触
れ
ら
れ
な
が
ら
、
結
局
は
そ
の
可
能
性
を
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

棄
さ
れ
た
安
国
寺
利
渉
は
、
玄
　
の
門
弟
の
一
人
で
、
伝
が
『
宋
高

僧
伝
』
巻
十
七
に
み
え
る
。
そ
こ
に
は
「
開
元
中
安
國
寺
に
於
い
て

『
華
巖
纏
』
を
講
じ
、
四
衆
堂
に
赴
き
、
遅
れ
れ
ば
則
ち
膝
を
容
る

る
位
無
し
。
檀
施
煩
熾
に
し
て
、
人
心
を
利
動
す
」
（
開
元
中
於
安

國
寺
講
華
嚴
纒
、
四
衆
赴
堂
、
遅
則
無
容
膝
之
位
　
。
檀
施
繁
熾
、

利
動
人
心
。
『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
七
・
T
5
0
八
一
五
a
）
と
あ
っ
て
、

安
国
寺
に
お
け
る
利
渉
の
『
華
厳
経
」
講
義
が
有
名
だ
っ
た
こ
と
を

記
し
て
い
る
。
と
な
れ
ば
、
澄
観
の
引
用
す
る
安
国
の
説
は
利
渉
の

『
華
厳
経
』
解
釈
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
澄
観
に
先
立
つ
李

通
玄
の
『
新
華
厳
経
論
』
で
は
、
教
体
論
に
お
い
て
「
渉
法
師
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

議
論
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
利
渉
の
『
華
厳
経
』
解
釈
の
こ
と

か
と
も
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
筆
者
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
各
種
経

録
の
類
に
、
利
渉
の
『
華
厳
経
疏
』
の
記
載
を
見
い
だ
し
て
い
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
疏
」
『
砂
』
玄
談
部
分
の
末
注
書
で
あ
る
、
元
の
普

瑞
の
『
華
厳
玄
談
解
玄
記
」
に
は
、
『
鋤
』
の
玄
談
部
分
に
引
か
れ

る
安
国
法
師
に
つ
い
て
、
安
国
寺
元
康
と
す
る
『
会
解
』
の
説
と
、

安
国
寺
利
渉
と
す
る
寂
照
の
説
と
を
引
い
て
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
。

　
　
○
紗
安
國
法
師
者
、
會
解
云
、
即
安
国
寺
元
康
法
師
。
於
貞
観

　
　
中
、
遊
學
京
邑
、
有
彰
亨
之
誉
。
形
擁
腫
而
短
、
然
其
性
情
勇
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猛
、
一
聞
多
悟
、
群
輩
所
推
。
帝
聞
之
喜
日
、
何
代
無
其
人
。

　
　
詔
入
安
國
寺
講
三
論
。
寂
照
引
廣
砂
第
二
云
、
即
安
国
利
渉
法

　
　
師
。
然
未
知
敦
是
。
（
『
華
厳
玄
談
解
玄
記
』
巻
二
十
二
・
新
纂

　
　
大
日
本
続
蔵
経
第
8
巻
二
六
一
b
I
c
）

　
元
康
と
は
、
三
論
の
学
僧
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
『
肇
論
疏
』
の

著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
宋
高
僧
伝
」
の
中
に
収
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
る
彼
の
伝
記
の
中
に
は
、
『
華
厳
経
』
と
の
機
縁
は
見
出
せ
な
い
。

　
一
方
、
『
解
玄
記
』
が
、
寂
照
の
利
渉
説
の
根
拠
と
さ
れ
る
文
献

と
し
て
挙
げ
た
「
広
鋤
」
と
は
、
宗
密
の
『
円
覚
経
大
疏
紗
』
ら
し

い
。
『
円
覚
経
大
疏
砂
」
巻
二
下
に
引
用
さ
れ
た
、
『
法
華
論
」
の
声

聞
授
記
説
を
巡
る
議
論
は
、
澄
観
の
『
疏
』
『
砂
』
の
議
論
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
説
の
主
張
者
を
、
澄
観

は
安
国
法
師
と
だ
け
述
べ
る
の
に
対
し
、
宗
密
は
利
渉
法
師
と
明
言

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
澄
観
の
『
疏
』
の
玄
談
第
二
”
藏
教
相
摂
”
の
部
分
で
、

法
相
宗
・
法
性
宗
の
二
分
法
を
前
提
に
、
両
者
の
間
の
十
の
相
違
点

を
述
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
内
の
第
一
”
一
乗
三
乗
別
”
と
第

二
”
一
性
五
性
別
”
を
詳
し
く
述
べ
る
中
で
、
澄
観
は
、
『
法
華
経
』

な
ど
の
経
論
を
引
き
な
が
ら
、
法
相
宗
の
五
性
各
別
の
根
拠
と
さ
れ

る
「
趣
寂
の
声
聞
」
な
ど
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す

る
（
『
疏
』
巻
二
・
T
3
5
五
＝
b
l
c
、
『
鉛
』
巻
八
・
T
3
6
五
六

a
I
五
七
C
）
。
そ
こ
で
澄
観
が
引
い
た
も
の
の
一
つ
に
、
『
法
華
論
』

　
　
　
　
　
り
　

の
説
が
あ
る
。
澄
観
は
、
『
法
華
論
』
で
は
、
決
定
声
聞
・
増
上
慢

声
聞
・
退
菩
提
心
声
聞
・
応
化
声
聞
の
四
種
の
声
聞
を
挙
げ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
応
化
声
聞
と
退
菩
提
心
声
聞
に
は
如
来
が
授
記
を
与
え
る

が
、
決
定
声
聞
と
増
上
慢
声
聞
に
は
、
そ
の
「
根
未
熟
」
で
あ
る
の

で
、
如
来
で
な
く
菩
薩
が
授
記
を
与
え
る
、
と
あ
る
と
い
う
。
『
疏
」

に
は
こ
う
あ
る
。

　
　
○
法
華
論
中
四
聲
聞
内
、
決
定
及
増
上
慢
、
此
二
根
未
熟
故
、

　
　
菩
薩
與
記
、
方
便
令
嚢
心
。
既
云
未
熟
、
明
必
當
熟
。
方
便
令

　
　
登
、
即
菩
提
心
。
（
『
疏
』
巻
二
・
T
3
5
五
＝
b
）

　
『
法
華
論
』
に
「
未
熟
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
い
ず
れ
熟
す
る
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
二
種
の
声
聞
た
ち
も
そ
の
他
の
二
種
の
声
聞
と
と

も
に
大
乗
に
　
心
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
趣
寂
の
声
聞
」
な

ど
存
在
し
な
い
の
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
『
砂
』
で
は
更
に
詳
し

く
『
法
華
論
』
の
当
該
部
分
を
引
用
し
な
が
ら
解
説
し
て
い
る

（『

ｻ
」
巻
八
・
T
3
6
五
六
b
I
c
）
。
と
こ
ろ
が
、
澄
観
に
よ
れ
ば
、

こ
の
『
法
華
論
』
の
説
に
対
し
、
安
国
が
異
論
を
唱
え
て
、
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
○
此
上
皆
論
。
而
安
國
法
師
不
許
此
義
、
云
何
有
昔
時
菩
薩
、

　
　
預
記
今
日
會
上
聲
聞
。
即
諸
弘
法
菩
薩
、
謂
藥
王
等
當
與
記
也
。

　
　
（
『
鋤
』
巻
八
・
T
3
6
五
六
c
）

　
こ
れ
は
、
『
法
華
経
』
の
常
不
軽
菩
薩
品
に
見
え
る
、
常
不
軽
菩

薩
が
、
あ
ら
ゆ
る
四
衆
を
当
来
佛
と
し
て
礼
拝
し
た
、
と
い
う
く
だ

り
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
常
不
軽
菩
薩
の
授
記
を
、
上
に
い
う
「
菩

薩
の
授
記
」
と
し
て
、
誰
に
対
す
る
も
の
と
み
る
か
を
巡
る
異
論
で

あ
る
。
安
国
の
意
見
は
、
『
法
華
論
」
が
常
不
軽
菩
薩
の
授
記
の
対

象
を
、
現
在
の
釈
迦
如
来
の
説
法
の
座
に
集
う
声
聞
た
ち
と
見
て
い
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る
と
し
て
、
遠
い
過
去
の
菩
薩
で
あ
る
常
不
軽
菩
薩
が
、
後
世
の
声

聞
に
授
記
を
与
え
る
の
は
お
か
し
い
か
ら
、
常
不
軽
菩
薩
の
授
記
の

対
象
は
薬
王
菩
薩
な
ど
過
去
の
弘
法
の
菩
薩
と
み
る
べ
き
だ
、
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
菩
薩
の
授
記
の
対
象
は
声
聞
で
は
な
い
と
し
た
い

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
澄
観
は
『
妙
』
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、

安
国
の
意
見
に
反
論
し
て
い
る
。

　
　
○
繹
日
、
既
是
論
主
自
言
菩
薩
與
記
、
亦
論
自
繹
、
何
得
不
依
。

　
　
（
『
砂
」
巻
八
・
T
3
6
五
六
c
）

　
『
法
華
論
』
の
著
者
が
自
ら
「
菩
薩
の
授
記
」
を
語
り
、
声
聞
へ

の
授
記
だ
と
解
説
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
澄
観
は
、
こ
の
一
連
の
議
論
で
、
異
見
の
持
ち
主
に
つ
い

て
、
安
国
法
師
と
語
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
名
前
は
出
し
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
宗
密
の
『
円
覚
経
大
疏
砂
』
巻
二
で
は
、
澄
観
の
『
紗
』

の
こ
の
部
分
を
引
用
し
な
が
ら
、
「
利
渉
法
師
」
と
明
言
す
る
。
即

ち
、
『
円
覚
経
大
疏
』
巻
上
之
一
の
玄
談
第
三
“
権
実
対
辮
”
で
、

澄
観
を
踏
ま
え
て
法
性
・
法
相
二
宗
の
十
の
区
別
を
語
る
中
で
、

『
法
華
論
』
の
声
聞
授
記
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
う
（
三
二
九
c
）
。

「
円
覚
経
大
疏
紗
』
に
は
、
こ
れ
を
敷
街
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
○
言
菩
薩
授
記
者
、
論
主
次
前
自
引
、
不
輕
品
中
示
現
鷹
知
、

　
　
禮
拝
讃
嘆
、
作
如
是
言
、
我
不
輕
於
汝
等
、
汝
等
皆
當
作
佛
者
、

　
　
諸
衆
生
所
有
佛
性
故
。
此
上
皆
論
。
而
利
渉
法
師
、
不
許
此
義
、

　
　
云
何
有
昔
時
菩
薩
預
記
今
日
會
上
聲
聞
、
即
弘
法
菩
薩
、
謂
薬

　
　
王
等
當
與
記
也
。
今
繹
日
、
論
主
引
昔
事
爲
例
、
例
於
今
後
。

　
　
今
古
道
同
故
。
今
有
人
語
諸
衆
生
言
、
汝
心
即
是
佛
性
、
悟
心

　
　
脩
心
、
定
當
作
佛
、
即
同
彼
事
。
非
謂
往
昔
常
不
輕
與
如
今
人

　
　
授
記
。
良
由
執
己
所
宗
、
致
令
不
曉
論
意
、
而
乃
拒
而
不
信
。

　
　
故
知
五
性
宗
人
、
天
親
化
亦
不
得
、
況
余
人
乎
。
（
『
円
覚
経
大

　
　
疏
紗
』
巻
二
之
下
・
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
第
9
巻
五
〇
五
a
I

　
　
b
）

　
宗
密
は
、
「
菩
薩
の
授
記
」
の
対
象
は
声
聞
で
は
な
く
て
薬
王
な

ど
の
弘
法
の
菩
薩
だ
と
す
る
意
見
に
対
し
、
『
法
華
論
」
が
常
不
軽

菩
薩
を
挙
げ
た
の
は
、
昔
の
例
を
挙
げ
て
後
世
の
範
と
し
た
も
の
で
、

今
の
人
が
、
衆
生
に
対
し
て
君
の
心
は
仏
性
で
あ
る
か
ら
、
心
を
悟

り
ま
た
修
す
れ
ば
、
必
ず
成
仏
す
る
と
い
う
の
と
同
じ
で
、
別
に
昔

の
常
不
軽
菩
薩
が
釈
迦
の
会
座
の
人
々
に
直
接
授
記
を
与
え
た
と
す

る
わ
け
で
は
な
い
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
「
宗
」
に
執
す
る

か
ら
『
法
華
論
』
の
意
図
も
分
か
ら
ず
信
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

“
五
性
宗
人
”
は
、
『
法
華
論
』
の
著
者
の
世
親
で
さ
え
説
得
で
き
な

い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
者
の
い
う
こ
と
を
き
か
な
い
の
は
当
然

だ
、
と
い
う
。

　
こ
こ
で
、
異
論
の
主
は
利
渉
法
師
と
さ
れ
、
澄
観
が
引
い
た
、

『
法
華
論
」
に
反
対
し
た
安
国
と
は
、
安
国
寺
利
渉
だ
っ
た
と
わ
か

る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
『
華
厳
玄
談
会
玄
記
』
が
利
渉
説

の
根
拠
と
さ
れ
る
文
献
と
し
て
い
た
「
広
紗
」
と
は
、
こ
の
『
円
覚

経
大
疏
砂
』
だ
と
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
考
え
る
と
、
澄
観
の
『
紗
」
に

出
て
く
る
安
国
と
は
、
全
体
と
し
て
、
や
は
り
利
渉
で
あ
る
と
判
断
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さ
れ
る
。
澄
観
が
引
い
た
安
国
説
の
う
ち
、
上
記
の
声
聞
授
記
を
巡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
説
は
『
法
華
－
経
』
に
つ
い
て
の
も
の
で
、
ほ
か
は
『
華
厳
経
』
解

釈
を
め
ぐ
る
も
の
と
い
う
違
い
は
あ
る
。
し
か
し
、
同
一
の
書
物
の

中
で
、
異
な
る
人
物
に
対
し
て
、
同
一
の
呼
称
、
ま
し
て
寺
名
の
み

を
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
く
、
異
な
る
人
物
で
あ
れ
ば
、

読
者
が
辮
別
可
能
な
記
述
が
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
か
ら

で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
宗
密
に
よ
っ
て
、
利
渉
が
“
五
性
宗
人
”
、

即
ち
宗
密
か
ら
す
る
「
法
相
宗
」
1
1
玄
　
唯
識
派
の
人
だ
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
か
つ
て
小
寺
文
頴
氏
は
、
凝
然
の
『
梵

網
戒
本
疏
日
珠
紗
』
に
引
用
さ
れ
た
利
渉
の
『
梵
網
経
疏
」
を
検
討

さ
れ
る
な
か
で
、
利
渉
は
一
乗
家
の
立
場
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
利
渉
の
『
法
華
経
」
に
関
す
る

説
が
慈
恩
大
師
基
と
は
異
な
り
、
基
を
批
判
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
、
最
澄
の
『
守
護
国
界
章
』
に
利
渉
を
悉
皆
成
仏
説
の
主
張
者
と

し
て
挙
げ
る
こ
と
、
食
肉
を
性
戒
と
み
て
い
る
こ
と
他
を
挙
げ
ら
れ

娩
。
し
か
し
、
こ
の
宗
密
の
評
語
か
ら
み
る
と
、
少
な
く
と
も
彼
か

ら
見
た
場
合
に
は
、
利
渉
は
「
法
相
宗
」
H
玄
　
唯
識
派
の
人
と
み

な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
実
は
澄
観
も
、
宗
密
と
同
じ
認
識
に
立
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

初
発
心
功
徳
品
の
『
紗
」
に
引
い
た
安
国
の
説
に
、
「
も
し
境
界
線

が
な
く
て
そ
う
い
う
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
の
な
ら
、
今
ど
う
し
て

そ
う
し
た
発
心
を
お
こ
さ
な
い
の
か
。
す
で
に
発
し
た
場
合
ど
う
し

て
そ
う
し
た
状
況
が
現
れ
な
い
の
か
」
（
若
謂
不
作
齊
限
而
能
爾
者
、

今
何
不
登
耶
。
已
登
何
不
能
爾
耶
。
『
妙
』
巻
四
十
・
T
3
6
三
〇
四

a
）
と
い
う
く
だ
り
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
澄
観
は
続
け
て
解
説

を
施
し
、
「
『
も
し
境
界
線
が
な
く
て
と
い
う
な
ら
』
か
ら
以
下
の
部

分
で
は
、
そ
ち
ら
の
い
う
と
お
り
だ
と
し
た
ら
、
と
い
う
か
た
ち
で

法
性
を
破
し
て
い
る
」
（
若
謂
不
作
下
、
縦
破
法
性
。
T
3
6
三
〇
四

a
）
と
語
り
、
「
法
性
」
を
縦
破
し
て
い
る
の
だ
、
と
す
る
。
こ
れ

は
、
澄
観
の
「
法
相
宗
・
法
性
宗
」
の
二
分
法
を
前
提
に
し
た
も
の

で
、
「
法
相
宗
」
の
立
場
に
立
つ
安
国
が
「
法
性
宗
」
を
破
し
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
の
外
面
的
考
察
を
踏
ま
え
て
、
更
に
『
紗
』
に

見
え
る
安
国
の
説
の
内
容
を
検
討
し
て
み
て
も
、
安
国
は
利
渉
だ
と

考
え
て
問
題
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
上
に
引
用
し
た
、
普
賢
三
昧
品
の
『
疏
』
に
つ
け
ら
れ
た
『
妙
」

に
見
え
る
安
国
説
は
以
下
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
○
安
國
云
、
謂
色
等
五
塵
界
、
是
現
量
境
。
五
識
親
謹
、
都
無

　
　
塵
相
。
如
来
藏
中
、
頓
現
身
器
、
而
無
塵
相
。
六
七
妄
想
、
謂

　
　
有
我
法
。
想
所
現
相
、
是
分
別
攣
、
分
別
攣
相
、
但
可
爲
境
、

　
　
而
無
實
用
。
如
日
発
焔
、
帯
微
塵
而
共
紅
、
非
實
紅
也
。
如
水

　
　
澄
清
、
含
輕
雲
而
倶
緑
、
非
實
緑
也
。
如
観
本
質
、
知
蓋
像
而

　
　
非
眞
、
若
了
藏
性
、
悟
塵
境
而
爲
妄
。
故
経
云
、
非
不
謹
眞
如

　
　
而
能
了
諸
行
皆
如
幻
事
等
。
似
有
而
非
眞
故
。
法
界
微
塵
以
爲

　
　
三
昧
。
（
『
鉛
」
巻
二
十
五
・
T
3
6
一
八
八
c
）

　
ま
ず
、
前
五
識
と
阿
頼
耶
識
が
現
量
で
、
六
・
七
に
妄
が
あ
る
、

と
す
る
の
は
、
玄
　
唯
識
系
の
説
と
し
て
妥
当
で
あ
る
。
「
分
別
変
」
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は
玄
　
唯
識
派
の
用
語
で
あ
る
。
そ
れ
が
境
の
み
で
実
用
が
無
い
、

と
い
う
の
も
解
釈
と
し
て
問
題
な
い
。
「
分
別
変
」
に
関
わ
る
、
日

の
紅
色
や
水
の
緑
色
の
記
述
は
、
い
わ
ゆ
る
三
類
境
の
帯
質
境
と
関

連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
「
本
質
」
と
い
う
の
も
玄
　
唯
識
用

　
　
　
　
ほ
ロ

語
で
あ
る
。
更
に
、
安
国
が
引
く
『
経
』
の
「
非
不
証
真
如
而
能
了

諸
行
皆
如
幻
事
等
」
は
、
『
成
唯
識
論
」
巻
八
（
T
3
1
四
六
c
）
に
見

え
る
頗
の
一
部
で
、
新
導
『
成
唯
識
論
』
に
は
、
『
厚
厳
経
』
と
あ

る
。
こ
の
『
厚
厳
経
』
は
、
基
が
唯
識
所
依
の
六
経
の
一
つ
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

経
典
だ
が
、
未
訳
と
さ
れ
る
。
と
な
れ
ば
、
安
国
が
、
こ
こ
で
「
経

云
」
と
し
て
引
用
し
た
の
は
、
『
成
唯
識
論
』
の
文
言
を
ふ
ま
え
る

　
　
　
　
　
　
め
　

こ
と
は
確
実
で
、
こ
れ
も
彼
を
玄
　
唯
識
の
人
と
み
る
こ
と
と
矛
盾

し
な
い
。
た
だ
、
文
中
で
『
樗
伽
経
』
を
ふ
ま
え
て
「
如
来
蔵
中
、

　
　
　
　
め
　

頓
現
身
器
」
と
い
う
の
を
見
る
と
、
阿
頼
耶
識
を
如
来
蔵
と
言
い
換

え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
有
為
の
阿
頼
耶
識
を
無
為
の
真
如

と
は
峻
別
し
、
如
来
蔵
の
語
を
無
為
・
有
為
ど
ち
ら
に
か
け
る
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

お
い
て
慎
重
厳
密
で
あ
っ
た
基
の
立
場
と
比
べ
る
と
、
阿
黎
耶
識
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

如
来
蔵
と
み
る
地
論
学
派
・
摂
論
学
派
の
説
に
近
い
人
と
も
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

利
渉
に
は
、
『
樗
伽
経
』
の
疏
が
あ
っ
た
か
と
も
窺
わ
れ
る
が
、
現

存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
の
で
、
そ
の
あ
た
り
の
消
息
を
確
か
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
小
寺
文
頴
氏
の
言
わ
れ
る
と
お
り
、
利
渉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

は
一
乗
家
的
な
見
方
も
有
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ

れ
が
特
に
不
合
理
と
は
い
え
な
い
。

　
以
上
、
内
容
か
ら
み
て
も
、
大
き
な
問
題
点
は
な
く
、
玄
装
唯
識

派
に
近
い
立
場
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
従
っ
て
、
全

体
的
結
論
と
し
て
、

思
わ
れ
る
。

二

安
国
と
は
利
渉
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
よ
い
と

信
満
或
い
は
初
住
成
仏
を
め
ぐ
る
攻
防

　
　
　
賢
首
品
の
初
発
心

（
1
）

　
さ
て
、
澄
観
の
引
く
安
国
が
誰
か
を
ほ
ぼ
解
明
し
え
た
の
で
、
続

い
て
信
満
或
い
は
初
住
成
仏
の
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
、
安
国
を
相
手

に
澄
観
が
行
っ
た
議
論
を
検
討
し
た
い
。

　
澄
観
は
、
十
信
段
階
を
説
い
た
も
の
と
さ
れ
る
賢
首
品
の
冒
頭
で
、

賢
首
菩
薩
が
唱
え
る
「
若
し
菩
薩
有
り
て
初
め
て
登
心
し
て
、
誓
っ

て
佛
の
菩
提
を
讃
す
べ
き
こ
と
を
求
め
れ
ば
、
彼
の
功
徳
は
邊
際
無

く
、
稻
量
す
べ
か
ら
ず
與
等
無
し
」
（
『
経
」
巻
十
四
・
T
1
0
七
二
b
）

以
降
の
偶
に
関
し
て
、
『
疏
』
で
次
の
よ
う
な
問
答
を
設
定
し
て
い

る
。

○
此
初
嚢
心
、
與
下
文
十
住
初
襲
心
住
、
及
嚢
心
功
徳
品
、
各

何
別
耶
。
此
中
爽
心
該
於
初
後
、
取
其
成
徳
乃
是
信
終
、
取
其

爲
本
乃
在
初
嚢
。
羅
如
輕
毛
、
功
漏
初
贅
故
。
十
住
初
饗
、
即

是
此
終
成
彼
初
襲
。
此
終
爲
能
嚢
、
彼
是
所
嚢
。
此
正
是
爽
起

馬淵

之
登
、
義
兼
開
登
。
彼
是
開
嚢
之
登
、
義
兼
獲
起
。

正
顯
十
住
初
心
之
功
徳
耳
。
以
斯
蛾
別
、
非
無
有
異
。

云
、
嚢
心
住
者
是
人
始
從
具
縛
未
識
三
寳
、
乃
至
値
佛
菩
薩
教
、

法
中
起
一
念
信
、
便
焚
菩
提
心
。
既
云
始
從
凡
夫
最
初
登
心
、

明
知
此
中
襲
心
該
於
初
後
。
（
『
疏
』
巻
十
六
・
T
3
5
六
一
八
b

其
嚢
心
品
、

　
故
理
路
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I
c
）

　
即
ち
、
『
華
厳
経
」
の
中
に
お
い
て
、
賢
首
品
・
十
住
品
の
初
発

心
住
・
初
発
心
功
徳
品
な
ど
で
度
々
初
発
心
の
こ
と
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
が
、
各
品
に
お
け
る
初
発
心
に
は
、
質
的
な
違
い
が
あ
る
の
か
、

と
い
う
問
い
を
立
て
、
そ
れ
に
答
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
澄
観
は
、

こ
こ
賢
首
品
の
初
発
心
は
、
十
信
は
じ
め
か
ら
、
十
信
満
心
ま
で
を

概
括
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
十
住
の
初
発
心
は
、
こ
こ
の
十
信

満
心
が
そ
れ
を
支
え
る
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
発
と
い
っ
て
も
、
賢

首
品
の
は
発
起
が
中
心
で
開
発
を
兼
ね
る
も
の
、
十
住
の
方
は
開
発

が
中
心
で
発
起
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
初
発
心

功
徳
品
は
、
十
住
の
初
発
心
の
功
徳
を
述
べ
た
も
の
だ
と
し
、
そ
の

観
点
か
ら
す
れ
ば
違
い
が
あ
る
と
決
論
付
け
る
。
更
に
、
特
に
賢
首

品
の
初
発
心
が
十
信
の
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
を
含
む
も
の
で
あ
る

こ
と
を
示
す
教
証
と
し
て
、
『
菩
薩
理
路
本
業
経
』
（
巻
下
・
T
2
4
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

〇
一
七
a
）
を
引
く
の
で
あ
る
。

　
続
け
て
、
賢
首
品
で
説
か
れ
る
初
発
心
の
無
辺
の
功
徳
と
、
初
発

心
功
徳
品
で
説
か
れ
る
初
発
心
の
無
辺
の
功
徳
の
違
い
に
関
す
る
問

答
を
設
定
し
、
行
首
の
信
と
行
本
の
菩
提
心
の
違
い
だ
、
と
す
る
。

　
　
○
問
下
嚢
心
功
徳
品
、
亦
説
初
心
具
無
邊
徳
、
與
此
何
別
。
答

　
　
此
檬
行
首
信
門
所
具
、
彼
約
行
本
菩
提
心
具
。
（
『
疏
』
巻
十
六
・

　
　
T
3
5
六
一
八
c
）

　
そ
し
て
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
更
に
次
の
よ
う
な
問
答
を
設
定
す
る
。

○
問
約
法
相
牧
、
是
則
可
爾
。
約
人
修
行
、
豊
十
千
劫
修
信
綾

満
、
即
得
如
此
無
邊
徳
海
。
答
以
法
是
圓
融
具
徳
法
故
、
若
諸

　
　
菩
薩
行
此
法
、
行
是
彼
所
牧
。
或
無
量
劫
、
或
無
定
限
、
十
千

　
　
劫
言
、
非
此
所
説
。
如
下
善
財
童
子
及
兜
率
天
子
等
、
所
行
所

　
　
得
並
是
其
人
、
不
同
行
布
次
第
教
中
之
所
説
也
。
又
十
千
劫
乃

　
　
是
一
纒
、
理
路
但
言
一
劫
二
劫
。
此
経
縦
有
行
布
、
亦
皆
圓
融
。

　
　
（
『
疏
』
巻
十
六
・
T
3
5
六
一
八
c
l
六
一
九
a
）

　
即
ち
、
こ
こ
に
説
か
れ
た
こ
と
は
、
法
と
し
て
は
そ
う
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
こ
に
説
か
れ
る
無
辺
の
功
徳
は
非
常
に
高
い
も
の
で
、

と
て
も
十
千
劫
に
わ
た
る
信
の
修
行
が
終
わ
っ
た
ら
獲
得
で
き
る
と

い
う
レ
ベ
ル
で
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
問
い
を
立
て
る
。
『
紗
』

（
巻
三
十
五
・
T
3
6
二
六
六
c
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
十
千
劫
は
『
仁

王
経
』
に
も
と
つ
く
（
巻
下
・
T
8
八
三
一
b
で
あ
ろ
う
ー
筆
者
）
。

そ
し
て
答
え
と
し
て
、
法
が
円
融
旦
ハ
徳
の
法
な
の
で
、
行
も
円
融
と

な
る
、
と
し
た
上
で
、
各
経
の
時
間
設
定
は
様
々
で
あ
り
、
十
千
劫

だ
け
が
固
執
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
、
入
法
界
品
や
小
相
品
に

み
え
る
善
財
童
子
や
兜
率
天
子
な
ど
が
、
こ
の
信
満
で
無
辺
の
功
徳

を
得
た
実
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
、
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る

行
布
は
円
融
の
上
で
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
述
べ
る
の
で
あ

る
Q
　
そ
し
て
、
引
き
続
い
て
、
安
国
の
説
を
引
き
つ
つ
、
そ
れ
を
批
判

す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。

○
亦
有
引
此
下
文
、
讃
成
此
信
乃
是
捨
異
生
性
、
成
就
聖
性
、

出
無
明
地
、
生
如
來
家
。
以
有
則
獲
灌
頂
而
升
位
等
、
非
是
信

故
。
若
爾
、
初
地
豊
得
灌
頂
升
位
等
耶
。
若
云
展
轄
進
入
佛
地
、

何
以
不
得
始
自
於
信
展
韓
入
耶
。
若
許
從
信
展
轄
入
者
、
何
以
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要
判
此
乃
捨
凡
入
聖
。
下
文
自
有
十
地
之
會
、
此
中
尚
隔
住
行

　
　
向
等
、
判
爲
入
地
、
乃
孟
浪
之
談
。
下
嚢
心
品
、
亦
判
爲
初
地

　
　
焚
心
、
義
同
此
會
。
（
『
疏
」
巻
十
六
・
T
3
5
六
】
八
c
I
六
一

　
　
九
a
）

　
こ
こ
で
は
、
賢
首
品
の
本
文
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
こ
こ
の
発
心

を
証
発
心
と
見
る
立
場
が
あ
る
、
と
い
い
、
そ
れ
を
破
す
る
の
で
あ

る
。
即
ち
、
『
大
乗
起
信
論
』
に
三
種
の
発
心
と
い
う
も
の
が
説
か

　
〔
2
2
）

れ
る
。
信
成
就
発
心
・
解
行
発
心
・
証
発
心
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
を
、

い
わ
ゆ
る
十
信
・
十
住
・
十
行
・
十
逼
向
・
十
地
の
行
位
に
配
当
し

て
論
ず
る
こ
と
が
、
浄
影
寺
慧
遠
の
も
の
と
さ
れ
る
『
義
疏
』
以
来

　
　
　
　
　
お
　

確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
澄
観
の
立
場
は
、
初
発
心
功
徳
品

の
『
砂
」
に
、
「
第
三
登
地
已
上
。
第
二
從
十
行
畿
　
向
心
。
以
十

行
中
、
能
解
法
空
、
順
行
十
度
、
行
法
純
熟
、
獲
　
向
心
。
從
其
因

邊
、
名
爲
解
行
。
今
非
後
二
、
正
與
初
心
相
鷹
故
。
」
（
『
砂
』
巻
三

十
九
・
T
3
6
三
〇
三
c
）
と
あ
る
通
り
、
信
満
・
初
住
が
信
成
就
発

心
、
十
行
か
ら
十
廻
向
へ
向
か
う
と
こ
ろ
が
解
行
発
心
、
初
地
以
上

が
証
発
心
だ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
澄
観
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、

賢
首
品
の
発
心
を
、
十
信
レ
ベ
ル
の
も
の
と
見
て
い
た
。
即
ち
、
信

成
就
発
心
だ
と
み
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
こ
に
引
い
た
説

で
は
、
賢
首
品
に
説
か
れ
る
、
「
則
ち
灌
頂
大
神
通
を
獲
」
と
か

「
応
に
灌
頂
を
受
け
て
位
に
昇
る
べ
し
」
（
『
経
』
巻
十
四
・
T
1
0
七

三
c
）
な
ど
の
記
述
が
、
あ
ま
り
に
レ
ベ
ル
の
高
い
こ
と
を
説
い
て

い
る
と
見
て
、
こ
れ
を
、
初
地
に
入
る
証
発
心
だ
と
考
え
る
の
で
あ

る
。
冒
頭
の
傍
線
部
の
、
こ
の
信
を
「
異
生
性
を
捨
て
、
聖
性
を
成

就
し
云
々
」
と
見
る
、
と
は
、
そ
の
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
見
方
に
対
し
て
「
若
爾
」
以
下
で
澄
観
の
反
論
が

な
さ
れ
る
。
即
ち
、
賢
首
品
の
記
述
が
あ
ま
り
に
レ
ベ
ル
が
高
い
、

と
い
う
な
ら
、
初
地
で
も
ま
だ
不
十
分
で
は
な
い
か
。
初
地
か
ら
徐
々

に
進
展
し
て
仏
地
に
入
る
の
だ
、
と
い
う
な
ら
ば
、
信
か
ら
順
々
に

と
い
う
の
で
も
差
し
支
え
な
い
で
は
な
い
か
。
こ
の
後
、
問
に
十
住
・

十
行
・
十
　
向
の
会
座
が
あ
っ
て
、
十
地
の
会
座
ま
で
は
相
当
距
離

が
あ
る
の
に
、
こ
こ
の
賢
首
品
を
初
地
と
見
る
の
は
、
無
理
が
あ
り

す
ぎ
る
で
は
な
い
か
。
以
上
の
観
点
か
ら
、
賢
首
品
の
初
発
心
は
、

信
満
の
信
成
就
発
心
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
こ
に
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
を
巡
っ
て
も
議
論
を
行
う
。

　
　
○
問
下
云
無
量
億
劫
勤
修
學
、
得
是
無
上
菩
提
智
、
斯
則
非
一

　
　
生
也
、
亦
非
十
千
、
以
爲
無
量
。
通
斯
難
者
鷹
有
二
義
。
　
一
此

　
　
約
行
布
展
轄
義
故
。
二
約
圓
融
展
促
無
擬
義
故
。
如
上
所
辮
故
。

　
　
善
財
見
仙
人
執
手
、
＝
佛
所
、
纏
無
量
劫
故
。
修
短
難
思
、

　
　
特
由
於
此
故
。
賢
首
菩
薩
云
、
信
大
乗
者
猶
爲
易
、
能
信
此
法

　
　
倍
更
難
。
以
初
心
即
具
一
切
功
徳
、
故
難
信
也
。
（
『
疏
』
巻
十

　
　
六
・
T
3
5
⊥
ハ
一
八
c
I
六
一
九
a
）

　
即
ち
、
更
な
る
異
論
と
し
て
、
賢
首
品
の
偶
に
、
「
無
量
億
劫
勤

修
學
、
得
是
無
上
菩
提
智
」
（
『
経
』
巻
十
四
・
T
1
0
七
九
b
）
と
あ

る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
い
う
初
発
心
を
得
る
ま
で
に
必
要
な
時
間
は
、

一
生
で
も
な
く
、
十
千
で
も
な
く
、
無
量
な
の
だ
、
と
す
る
説
を
挙

げ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
は
、
行
布
と
円
融
の
一
体
関
係
に

よ
っ
て
反
論
す
べ
き
で
あ
り
、
入
法
界
品
で
、
毘
目
仙
人
が
善
財
童
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子
の
手
を
取
る
一
瞬
の
内
に
、
無
数
の
諸
仏
の
国
土
に
至
り
、
無
量

劫
を
過
ご
し
た
と
い
う
記
述
（
『
経
』
巻
六
十
四
・
T
1
0
三
四
五
c

I
三
四
六
a
）
は
そ
の
実
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
と
い
う
。

　
こ
の
一
連
の
議
論
が
実
は
安
国
の
説
と
そ
れ
に
対
す
る
反
論
だ
と

い
う
こ
と
は
、
同
所
に
つ
け
ら
れ
た
「
砂
』
の
記
述
に
よ
っ
て
分
か

る
の
で
あ
る
。
『
紗
』
に
は
、
こ
う
あ
る
。

　
　
○
疏
、
亦
有
引
此
下
文
下
、
第
二
傍
序
異
説
、
即
安
國
法
師
。

　
　
於
中
有
三
。
初
正
立
、
二
引
文
謹
成
、
三
辮
順
違
。
初
中
意
明
、

此
中
登
心
是
初
地
謹
嚢
心
、
非
信
成
就
登
心
。
以
其
作
用
殊
勝
、

非
地
前
故
。

　
疏
、
以
有
則
獲
潅
頂
而
位
等
、
非
是
信
故
者
、
二
引
文
諮
成
。

　
　
而
言
等
者
、
彼
有
十
義
、
以
謹
此
中
非
信
成
就
。
謂
一
以
説
断

　
　
除
疑
網
出
愛
流
、
便
得
堅
固
不
壊
心
故
。
以
若
未
入
聖
、
何
以

　
　
度
疑
。
若
是
凡
夫
、
何
能
不
壌
。
入
見
諦
者
、
乃
能
度
疑
。
信

　
　
不
壌
故
。
二
若
未
入
地
、
不
鷹
得
有
常
持
戒
故
。
三
不
慮
云
生

　
　
如
來
家
故
。
四
凡
夫
不
得
身
語
意
業
常
無
失
故
。
五
不
鷹
則
獲

　
　
功
徳
法
性
身
故
。
六
不
鷹
云
則
獲
十
地
十
自
在
故
。
七
不
磨
則

　
　
獲
灌
頂
而
昇
位
故
。
八
不
鷹
云
則
身
充
遍
於
虚
空
故
。
九
何
以

　
　
菩
薩
旦
ハ
智
慧
故
。
十
信
大
乗
者
猶
爲
易
、
能
信
此
法
倍
更
難
故
。

　
　
豊
有
凡
法
難
於
聖
法
。
故
知
此
品
、
正
教
捨
凡
、
展
轄
乃
至
、

　
　
進
入
佛
地
。
今
疏
文
中
、
略
引
彼
讃
、
故
致
等
言
、
是
其
］
意
。

　
　
（
『
妙
』
巻
三
十
五
・
T
3
6
二
六
六
c
l
二
六
七
a
）

　
『
砂
』
は
こ
こ
で
、
上
に
引
用
し
た
説
が
安
国
の
も
の
で
あ
り
、

そ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
賢
首
品
の
発
心
を
信
満
の
信
成
就
発
心
で
は
な

く
、
そ
の
記
述
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
か
ら
、
初
地
の
証
発
心
だ
と
み
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
安
国
が
賢
首
品
の
経

文
を
踏
ま
え
て
、
そ
う
考
え
る
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
十
項
目
と
い
う

の
を
列
挙
す
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
経
文
の
記
述
が
凡
夫
で
は

そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
、
初
地
と
み
る
ほ
か
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
反
論
を
解
説
す
る
。

　
　
○
疏
、
若
爾
初
地
、
宣
得
灌
頂
下
、
辮
非
。
文
有
五
段
。
初
正

　
　
以
其
所
引
難
其
所
立
。
但
難
其
↓
、
鯨
九
例
知
。
謂
既
十
地
中
、
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方
得
灌
頂
、
縦
是
初
地
、
豊
得
灌
頂
。
二
若
云
展
韓
下
、
假
設

　
　
彼
救
、
反
以
成
立
。
三
若
許
從
信
下
、
假
縦
彼
救
、
結
破
彼
立
。

　
　
四
下
文
自
有
下
、
廣
引
文
讃
、
顯
彼
立
非
。
孟
浪
者
出
荘
子
、

　
　
已
見
華
藏
品
。
五
下
登
心
品
下
、
例
破
後
文
所
立
非
理
。
以
彼

　
　
下
文
亦
判
彼
品
爲
初
地
嚢
心
故
。
此
既
不
立
、
彼
居
然
非
。

　
　
（
『
紗
』
巻
三
十
五
・
T
3
6
二
六
七
a
）

　
つ
ま
り
、
『
疏
」
の
、
記
述
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
か
ら
信
満
で
は
な

い
と
す
る
な
ら
、
初
地
と
て
同
様
に
不
十
分
を
免
れ
ず
、
従
っ
て
安

国
の
初
地
説
は
成
立
し
な
い
、
と
い
う
の
を
再
度
述
べ
る
。
続
い
て
、

こ
の
初
発
心
を
獲
得
す
る
ま
で
の
時
間
に
つ
い
て
の
議
論
の
解
説
が

な
さ
れ
る
。

　
　
○
疏
、
問
下
云
無
量
億
劫
勤
修
學
下
、
第
三
引
妨
會
宗
。
於
中

　
　
有
二
。
先
間
後
通
。
前
中
即
此
品
文
。
安
國
堅
執
屡
讃
嚢
心
、

纒
多
劫
故
、
非
是
初
心
一
生
故
也
、
亦
非
十
千
、
以
爲
無
量
、

遮
救
自
義
、
況
有
救
云
、
無
量
即
十
千
故
。
（
『
紗
』
巻
三
十
五
・

T
3
6
二
六
七
a
I
b
）



　
安
国
が
証
発
心
と
み
る
立
場
を
固
執
し
て
、
そ
の
獲
得
ま
で
に
は

多
劫
を
要
す
る
の
で
あ
り
、
十
千
劫
ど
こ
ろ
か
無
量
劫
が
必
要
だ
、

と
い
う
の
を
否
定
し
、
同
時
に
無
量
イ
コ
ー
ル
十
千
と
す
る
解
釈
も

否
定
し
た
、
と
い
う
。
こ
こ
で
、
上
の
『
疏
』
に
見
え
た
一
生
で
な

い
、
と
い
う
記
述
、
「
斯
則
非
一
生
也
」
（
『
疏
』
巻
十
六
・
T
3
5
六

一
八
c
）
は
、
安
国
が
証
発
心
と
す
る
見
方
を
固
執
す
る
こ
と
か
ら
、

「
初
心
一
生
」
で
は
な
く
て
多
劫
を
経
た
も
の
と
み
る
こ
と
か
ら
出

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
賢
首
品
の
初
発
心
の
位
置
づ
け
を
巡
る
澄
観
の
安
国
批
判

を
見
て
き
た
。
そ
の
要
点
は
、
安
国
が
、
こ
れ
を
初
地
・
証
発
心
だ

と
み
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
澄
観
が
こ
れ
を
信
満
の
信
成
就
発
心

で
あ
る
と
み
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思

う
。

三

信
満
或
い
は
初
住
成
仏
を
あ
ぐ
る
攻
防

　
　
　
初
発
心
功
徳
品
の
初
発
心

（
2
）

　
澄
観
は
、
賢
首
品
で
行
っ
た
と
基
本
的
に
は
同
様
の
モ
チ
ー
フ
の

議
論
を
、
初
発
心
功
徳
品
に
つ
け
た
『
疏
』
『
鋤
』
の
中
で
も
行
っ

て
い
る
。
次
に
そ
れ
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
『
経
』
の
梵
行
品
の
最
後
に
、
「
若
し
諸
の
菩
薩
は
能
く
是
の
如
き

の
観
行
と
相
鷹
せ
ば
諸
法
の
中
に
於
い
て
二
解
を
生
ぜ
ず
、
一
切
の

佛
法
は
疾
か
に
現
前
す
る
こ
と
を
得
、
初
め
て
磯
心
す
る
時
即
ち
阿

褥
多
羅
三
旗
三
菩
提
を
得
、
一
切
の
法
は
即
ち
心
の
自
性
な
る
こ
と

を
知
り
て
慧
身
を
成
就
し
、
他
に
由
り
悟
ら
ず
」
（
『
経
』
巻
十
七
・

T
1
0
八
八
c
l
八
九
a
）
と
あ
る
。
有
名
な
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」

の
一
節
で
あ
る
。
そ
し
て
「
初
発
心
功
徳
品
」
は
、
澄
観
が
そ
の
来

意
と
し
て
、
「
又
前
品
末
云
、
初
登
心
時
便
成
正
畳
、
未
知
此
心
有

何
功
用
頓
得
爾
耶
。
今
繹
此
義
、
故
次
來
也
」
（
『
疏
』
巻
十
九
・
T

35

Z
四
三
b
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
「
初
発
心
時
便
成
正
覚
」
を

受
け
て
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
同
品
の
『
疏
』
の
三
・
宗
趣
に
お
い

て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
　
〇
三
、
宗
趣
者
、
即
以
初
心
囁
徳
爲
宗
、
令
物
窮
究
議
心
爲
趣
。

　
　
然
住
會
議
心
、
定
是
信
成
就
振
、
解
行
及
謹
、
自
在
後
文
。
生

　
　
如
來
家
、
自
約
解
説
、
不
慮
謂
此
便
是
謹
収
。
若
謂
久
習
無
明
、

　
　
云
何
頓
成
大
智
者
、
豊
不
聞
冥
室
千
年
之
闇
、
一
燈
條
忽
頓
除

　
　
耶
。
若
謂
云
何
能
知
三
世
仏
法
者
、
山
豆
不
聞
具
縛
凡
夫
、
能
知

　
　
如
來
秘
密
藏
耶
。
饒
義
至
文
當
繹
。
（
『
疏
』
巻
十
九
・
T
3
5
六

　
　
四
三
b
）

　
こ
こ
で
の
彼
の
議
論
の
中
心
点
は
、
賢
首
品
と
同
様
に
、
梵
行
品

か
ら
初
発
心
功
徳
品
に
か
け
て
の
初
発
心
に
つ
い
て
、
安
国
が
十
地

の
始
め
、
証
発
心
と
み
よ
う
と
い
う
の
に
対
し
、
あ
く
ま
で
初
住
の

信
成
就
発
心
だ
と
み
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
い
く
つ

か
の
論
点
を
提
示
す
る
。
即
ち
、
「
生
如
来
家
」
と
は
、
解
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
証
で
は
な
い
。
無
明
に
長
ら
く
沈
ん
で
い
た
も
の
が
頓

に
大
智
を
成
ず
る
の
は
、
冥
室
千
年
の
闇
が
一
灯
に
よ
っ
て
忽
ち
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

ら
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
三
世
の
仏
法
を
知
り
う
る
の
は
、
旦
ハ
縛

の
凡
夫
と
て
、
如
来
の
秘
密
蔵
を
知
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
『
疏
』
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の
引
用
文
の
う
ち
、
宗
趣
に
つ
い
て
の
記
述
の
前
半
部
分
、
「
然
住

會
饗
心
、
定
是
信
成
就
囁
、
解
行
及
謹
、
自
在
後
文
」
ま
で
に
つ
け

ら
れ
た
『
紗
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
○
疏
、
三
即
以
初
心
下
、
第
三
宗
趣
。
於
中
二
。
一
正
繹
宗
趣
、

　
　
二
然
住
會
下
棟
異
繹
。
於
中
三
。
初
正
棟
、
二
遮
破
、
三
結
成
。

　
　
今
初
即
安
國
意
。
然
彼
有
二
意
。
一
云
、
此
中
三
賢
、
別
説
十

　
　
地
、
十
地
一
會
、
総
説
十
地
故
、
其
四
會
皆
是
十
地
。
二
者
、

　
　
以
此
品
中
文
義
深
奥
、
同
十
地
故
。
今
疏
一
文
一
時
隻
破
、
而

正
破
初
意
。
今
是
十
住
之
會
、
説
初
獲
心
、
是
明
信
成
就
撮
。

後
二
自
属
第
五
六
会
、
何
得
渾
和
。
若
言
別
説
合
説
、
略
有
四

失
。
一
、
令
此
纒
無
三
賢
義
。
二
、
令
余
経
三
賢
虚
設
。
三
、

成
此
経
文
義
雑
乱
。
謂
以
地
義
名
住
行
向
故
。
四
、
何
不
一
天

絡
別
説
耶
。
而
歴
四
天
、
蓋
有
所
表
。
是
知
此
説
殊
乖
教
理
。

　
　
故
云
住
會
登
心
定
是
信
成
就
等
。
（
『
紗
』
巻
三
十
九
・
T
3
6
三

　
　
〇
三
c
I
三
〇
四
a
）

　
澄
観
の
『
疏
』
『
砂
』
は
、
こ
こ
に
引
か
れ
た
安
国
の
説
に
対
す

る
反
論
な
の
で
あ
る
。
澄
観
に
よ
れ
ば
、
安
国
の
立
場
は
、
十
住
・

十
行
・
十
　
向
に
つ
い
て
の
諸
品
の
文
言
を
、
総
別
の
視
点
で
と
ら

え
て
、
す
べ
て
十
地
に
関
す
る
記
述
と
し
て
解
釈
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
同
時
に
、
賢
首
品
と
同
じ
く
、
梵
行
品
・
初
発
心
功
徳

品
の
初
発
心
も
、
経
文
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
も
と
つ
い
て
、
初
地
の

証
発
心
だ
と
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
澄
観
は
、

批
判
を
加
え
、
こ
こ
は
あ
く
ま
で
十
住
の
は
じ
め
で
、
信
成
就
発
心

で
あ
り
、
十
地
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と

し
て
は
、
①
『
華
厳
経
』
に
三
賢
の
記
述
が
無
く
な
る
こ
と
、
②
他

経
の
三
賢
の
記
述
が
無
意
味
と
な
る
こ
と
、
③
経
文
が
混
乱
し
た
も

の
と
な
る
こ
と
、
④
す
べ
て
が
十
地
を
説
い
た
も
の
な
ら
、
同
一
の

天
で
説
か
れ
て
よ
い
は
ず
な
の
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
天
で
説
か
れ
て

い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
梵
行
品
・
初
発
心
功
徳
品
の
初
発

心
も
、
初
住
の
信
成
就
発
心
だ
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
続
け
て
、
澄
観
の
『
紗
』
で
は
、
上
に
引
用
し
た
『
疏
』
の
後
半

部
分
を
、
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。
ま
ず
、
最
初
に
、
安
国
の
立
場

を
詳
し
く
紹
介
す
る
。

　
　
○
疏
、
生
如
來
家
自
約
解
説
下
、
第
二
遮
破
。
彼
云
、
捺
文
既

　
　
云
初
登
心
時
便
成
正
覧
、
慮
是
初
地
。
況
下
纏
云
以
生
如
來
廣

　
　
大
家
、
能
生
三
世
一
切
諸
佛
家
、
永
断
一
切
諸
疑
網
、
蓋
除
一

　
　
切
諸
障
擬
、
若
非
初
地
安
得
爾
耶
。
豊
有
久
習
無
明
、
纏
一
登

　
　
心
便
成
大
智
、
能
知
前
際
一
切
諸
佛
如
來
成
等
正
畳
乃
至
浬
薬
、

　
　
能
信
後
際
一
切
諸
佛
所
有
善
根
、
能
知
現
在
一
切
諸
佛
所
有
智

　
　
慧
、
即
能
振
動
一
切
世
界
等
耶
。
若
謂
不
作
齊
限
而
能
爾
者
、

　
　
今
何
不
護
耶
。
已
爽
何
不
能
爾
耶
。
以
斯
義
理
、
鷹
知
謹
発
。

　
　
（
『
砂
』
巻
三
十
九
・
T
3
6
三
〇
四
a
）

　
安
国
の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
経
文
に
示
さ
れ
た
事
態
が
、
あ
ま

り
に
レ
ベ
ル
が
高
く
、
初
地
と
し
な
い
と
う
ま
く
合
わ
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
長
ら
く
無
明
に
習
っ
て
い
た
も
の
が
、
経
文
に
い

う
よ
う
な
高
い
レ
ベ
ル
に
一
挙
に
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
初
住
と
仏
地
の
間
に
境
界
が
無
く
て
そ
れ
が
可
能
だ
と
い
う

な
ら
、
今
皆
が
そ
う
し
た
発
心
を
起
こ
す
こ
と
も
無
い
し
、
発
心
し
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た
と
て
も
そ
う
し
た
高
い
レ
ベ
ル
の
境
地
が
得
ら
れ
る
な
ど
と
い
う

こ
と
の
な
い
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
論
理
は
破
綻
す
る
、
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
澄
観
は
『
疏
』
の
反
論
を
解
説
し
、

更
に
補
強
す
る
。

　
　
○
繹
日
、
此
中
彼
繹
自
有
三
段
。
一
正
立
、
二
崖
有
久
習
下
引

　
　
文
反
質
、
三
若
謂
不
作
下
縦
破
法
性
。

　
　
今
疏
文
中
亦
有
三
節
、
但
通
前
二
。
今
初
通
其
第
一
正
立
。
側

　
　
以
有
生
家
故
名
謹
嚢
心
。
今
棟
生
家
不
同
、
故
非
讃
也
。
然
彼

　
　
引
四
句
、
今
但
通
一
、
饒
例
可
知
、
且
通
生
家
。
生
家
有
六
、

　
　
如
法
界
品
。
前
十
住
内
亦
説
生
家
、
家
言
錐
同
、
而
義
有
異
。

　
　
宣
以
解
生
同
謹
生
也
。
解
生
生
菩
提
心
家
、
誼
生
生
眞
如
家
、

　
　
故
不
同
也
。
此
義
若
成
、
其
齢
皆
成
故
、
故
不
通
齢
也
。
若
通

　
　
鯨
三
者
、
既
許
解
生
、
何
得
不
能
生
三
世
佛
家
、
噺
諸
疑
網
、

　
　
除
諸
障
磯
。
又
彼
初
云
初
嚢
心
時
便
成
正
覧
、
最
初
建
立
是
初

　
　
地
義
。
此
義
前
品
已
曾
廣
繹
、
故
不
通
耳
。
（
『
紗
』
巻
三
十
九
・

　
　
T
3
6
三
〇
四
a
－
b
）

　
ま
ず
、
安
国
の
主
張
を
三
段
に
分
け
て
把
握
し
た
あ
と
で
、
そ
の

う
ち
の
前
の
二
つ
に
反
論
す
る
、
と
い
う
。
そ
し
て
、
安
国
が
「
如

来
の
家
に
生
ず
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
初
地
・

証
発
心
と
み
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
反
論
の
中
心
を
定
め
る
。
澄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

観
に
よ
れ
ば
、
「
生
如
来
家
」
に
は
多
種
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
レ
ベ

ル
が
違
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
解
の
レ
ベ
ル
の
「
生
如
来
家
」
で

あ
っ
て
、
初
地
の
証
の
レ
ベ
ル
の
「
生
如
来
家
」
と
は
内
容
が
違
う

の
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
安
国
が
「
初
発
心
時
、
便
成

正
覚
」
の
初
と
は
初
地
だ
、
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
で
既
に

論
じ
た
、
と
し
、
賢
首
品
で
の
議
論
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
次
に
、
『
疏
』
の
後
半
の
二
節
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
後
半
の
「
若
謂
云
何
能
知
三
世
佛
法
者
、
豊

不
聞
旦
ハ
縛
凡
夫
、
能
知
如
來
秘
密
藏
耶
」
を
詳
し
く
解
説
す
る
。

　
　
○
疏
、
若
謂
久
習
無
明
下
、
即
第
二
通
其
引
文
反
質
。
彼
引
四

　
　
句
、
今
爲
爾
節
通
之
。
初
通
久
習
無
明
、
文
可
知
也
。
後
若
謂

　
　
云
何
下
、
三
通
知
三
世
佛
法
。
此
即
浬
葉
第
六
如
來
性
品
、
南

　
　
纒
即
四
依
品
云
、
有
四
種
人
能
護
正
法
、
建
立
正
法
、
憶
念
正

　
　
法
、
能
多
利
盆
憐
懸
世
間
、
爲
世
間
依
安
樂
人
天
。
何
等
爲
四
。

　
　
有
人
出
世
、
旦
ハ
煩
橿
性
是
名
第
一
。
須
陀
疸
人
是
名
第
二
。
阿

　
　
那
含
人
是
名
第
三
。
阿
羅
漢
人
是
名
第
四
。
云
何
名
爲
旦
ハ
煩
悩

　
　
性
。
若
有
人
能
受
持
禁
戒
、
威
儀
具
足
、
建
立
正
法
、
從
佛
所

　
　
聞
、
解
其
文
義
、
轄
爲
他
人
、
分
別
宣
説
、
所
謂
少
欲
多
欲
非

　
　
道
。
廣
説
如
八
大
人
覧
、
有
犯
罪
人
者
、
教
令
登
露
臓
悔
滅
除
、

　
　
善
知
菩
薩
方
便
所
行
秘
密
之
法
。
是
名
凡
夫
、
非
第
八
人
。
第

　
　
八
人
者
、
不
名
凡
夫
、
名
爲
菩
薩
、
不
名
爲
佛
。
繹
日
、
遠
公

　
　
亦
諮
爲
種
性
解
行
人
、
非
是
登
地
。
此
初
依
人
、
既
云
具
縛
能

　
　
知
秘
密
、
何
言
十
住
不
能
知
耶
。
前
義
若
成
、
動
刹
何
惑
。

　
　
　
其
第
三
段
縦
破
法
性
、
文
理
易
故
、
疏
不
通
之
。
意
云
、
此

　
　
中
非
猫
作
無
齊
限
便
得
爾
也
。
亦
久
研
窮
方
至
此
位
、
何
得
爲

　
　
此
無
理
難
也
。
（
『
砂
』
巻
三
十
九
・
T
3
6
三
〇
四
b
）

　
即
ち
、
『
浬
業
経
』
の
、
四
依
の
人
に
つ
い
て
の
記
述
（
北
本
巻
六
・

如
来
性
品
・
T
1
2
三
九
六
c
、
南
本
巻
六
・
四
依
品
・
T
1
2
六
三
七
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a
－
b
）
を
長
々
と
引
用
す
る
。
ま
た
浄
影
寺
慧
遠
の
『
浬
繋
経
義

記
』
巻
五
で
、
こ
の
初
依
の
人
に
つ
い
て
「
有
人
出
世
具
煩
悩
性
名

第
一
者
、
所
謂
種
性
解
行
地
人
…
旦
ハ
煩
悩
性
、
非
第
八
人
、
明
非
地

上
」
（
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
第
3
5
巻
六
六
五
c
）
と
い
い
、
「
種
性
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

行
地
人
」
1
1
十
　
向
段
階
の
者
と
す
る
の
を
援
用
す
る
。
そ
し
て
初

依
の
人
が
、
煩
悩
具
足
（
具
縛
）
で
あ
り
な
が
ら
秘
密
の
法
を
知
る

と
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
十
住
で
分
か
ら
ぬ
筈
は
な
い
の
だ
、
と

す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
安
国
の
立
場
を
正
面
に
据
え
た
反
論
を
『
疏
」

『
鋤
』
を
通
じ
て
行
っ
た
あ
と
、
澄
観
は
こ
れ
を
総
括
し
て
、
そ
の

功
過
の
側
面
か
ら
論
ず
る
。
ま
ず
、
『
疏
』
に
は
こ
う
あ
る
。

　
夫
機
差
教
別
、
聖
旨
深
玄
、
並
未
諦
眞
如
、
同
居
學
地
、
共
詳
聖

智
、
誠
日
才
難
。
且
以
淺
爲
深
、
有
符
理
之
得
、
以
深
爲
淺
、
有
諺

法
之
葱
。
以
遠
爲
近
、

諸
佛
説
教
、
貴
在
傭
就
物
機
。

則
有
盆
於
行
人
。
以
近
爲
遠
、
則
法
非
我
分
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
輩
學
人
、
若
欲
高
推
聖
境
、
憾
失

大
利
、
豊
不
傷
哉
。
（
『
疏
』
巻
十
九
・
T
3
5
六
四
三
b
I
c
）

　
即
ち
、
仏
の
教
は
機
根
に
即
し
て
設
定
さ
れ
、
そ
の
趣
旨
は
奥
深

く
、
我
々
の
如
き
、
真
如
を
証
し
て
聖
人
の
境
界
に
入
る
以
前
の
者

に
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
正
し
く
と
ら
え
る
こ
と
が
難
し
い
の
は
い

た
し
か
た
な
い
こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
「
浅
い
も
の
を

深
い
と
す
れ
ば
、
理
に
合
致
で
き
る
し
」
、
「
遠
い
も
の
を
近
い
と
す

れ
ば
、
修
行
者
に
益
が
あ
る
」
の
に
対
し
、
「
深
い
も
の
を
浅
い
と

す
れ
ば
、
法
を
諦
る
こ
と
と
な
る
し
」
、
「
近
い
も
の
を
遠
い
と
す
れ

ば
、
法
は
自
己
の
分
で
は
な
く
な
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
、
「
諸
仏

が
教
え
を
説
く
に
お
い
て
は
、
衆
生
の
機
根
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
貴

い
の
で
あ
る
が
、
後
世
の
学
人
が
も
し
聖
人
の
境
地
を
高
く
遠
ざ
け

て
し
ま
い
、
も
し
大
い
な
る
利
益
を
失
っ
た
ら
、
な
ん
と
も
痛
ま
し

い
こ
と
で
は
な
い
か
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
浅
い
深
い
、

遠
い
近
い
と
は
、
旦
ハ
体
的
に
は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
『
紗
」
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
る
。

　
　
○
疏
、
且
以
淺
下
、
第
二
進
退
立
理
、
明
有
損
有
益
。
初
住
頓
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具
佛
法
、
深
也
、

法
。
智
度
論
云
、

重
、
堕
大
地
獄
。

而
推
在
登
地
、
地
前
所
無
、
淺
也
、
故
成
諺

諺
有
二
種
。
一
者
言
此
非
佛
説
等
、
即
爲
深

二
者
説
不
契
理
、
並
爲
諦
法
、
即
深
爲
淺
是

也
。
且
以
淺
爲
深
等
者
、
以
初
住
之
淺
、
繹
爲
圓
融
該
博
、
深

也
、
豊
非
符
合
於
理
、
理
本
旦
ハ
故
。
然
此
二
封
亦
是
涯
墨
一
切

深
淺
法
也
。
以
遠
爲
近
者
、
一
僧
祇
満
、
方
謹
初
地
、
遠
也
、

今
爲
初
住
、
近
也
、
則
一
生
有
望
、
豊
非
有
益
行
人
。
以
近
爲

　
　
遠
者
、
初
住
、
近
也
、
而
推
在
登
地
、
此
爲
遠
也
、
未
歴
僧
祇

　
　
何
由
造
此
。
故
云
法
非
我
分
。
疏
、
諸
佛
下
。
第
三
結
成
損
益

　
　
可
知
。
（
『
紗
」
巻
三
十
九
・
T
3
6
三
〇
四
c
I
三
〇
五
a
）

　
即
ち
、
「
深
い
も
の
を
浅
い
と
す
る
」
と
は
、
初
住
に
仏
法
を
具

備
す
る
、
と
い
う
の
が
深
い
こ
と
な
の
に
、
そ
れ
を
初
地
に
登
っ
た

後
の
こ
と
と
し
て
、
地
前
に
は
な
い
こ
と
だ
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
「
近
い
も
の
を
遠
い
と
す
る
」
と
は
、
初
住
と
い
う
近
い
設

定
を
、
遠
ざ
け
て
初
地
に
登
っ
て
か
ら
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、

「
浅
い
も
の
を
深
い
と
す
る
」
と
は
、
初
住
と
い
う
浅
い
段
階
の
も

の
を
、
円
融
該
博
の
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
遠



い
も
の
を
近
い
と
す
る
」
と
は
、
　
一
僧
祇
の
修
行
を
満
た
し
て
は
じ

め
て
初
地
を
証
す
る
と
い
う
遠
い
設
定
を
、
初
住
と
い
う
近
く
に
置

く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
、
と
す
る
。
賢
首
品
・
梵
行
品
・
初
発
心
功

徳
品
な
ど
の
初
発
心
を
、
初
地
・
証
発
心
と
解
釈
す
る
安
国
の
見
方

が
「
以
深
為
浅
」
「
以
近
為
遠
」
で
あ
り
、
信
満
或
い
は
初
住
・
信

成
就
発
心
と
み
る
澄
観
の
見
方
が
、
「
以
浅
為
深
」
「
以
遠
為
近
」
で

あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
以
近
為
遠
」
と
「
以
遠
為
近
」

の
得
失
を
巡
る
発
言
で
あ
る
。
彼
は
、
「
以
近
為
遠
」
の
欠
点
に
つ

い
て
、
阿
僧
祇
劫
の
修
行
を
経
て
い
な
い
う
ち
に
は
悟
り
に
至
れ
な

い
こ
と
に
な
り
、
法
が
我
が
物
と
な
る
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
る
、
と

す
る
と
と
も
に
、
「
以
遠
為
近
」
の
優
位
性
に
つ
い
て
、
修
行
者
が

「
一
生
に
望
み
が
で
て
く
る
こ
と
に
な
る
（
一
生
有
望
）
」
、
と
い
う

の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
は
、
澄
観
が
賢
首
品
及
び
初
発
心
功
徳
品
で
、
言
葉
を
費

や
し
て
安
国
を
批
判
し
、
そ
れ
ら
の
初
発
心
成
仏
を
初
地
・
証
発
心

と
み
る
こ
と
を
排
し
、
あ
く
ま
で
信
満
或
い
は
初
住
・
信
成
就
発
心

と
み
よ
う
と
し
て
い
っ
た
努
力
の
背
後
に
あ
る
問
題
意
識
が
垣
間
見

え
る
。
即
ち
、
澄
観
に
と
っ
て
は
、
安
国
の
よ
う
に
「
初
発
心
時
便

成
正
覚
」
の
初
発
心
を
初
地
の
証
発
心
と
解
釈
し
た
の
で
は
、
『
華

厳
経
』
に
説
か
れ
る
悟
り
の
世
界
が
、
修
行
者
に
と
っ
て
無
縁
な
も

の
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
、
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
信
満
或
い
は
初
住
と
解
釈
し
た
場
合
、
「
一
生
」
で
到

達
で
き
る
可
能
性
が
出
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
で
、
修
行
者
に
と
っ

て
、
悟
り
を
我
が
物
に
し
う
る
可
能
性
が
確
保
さ
れ
る
、
と
考
え
た

の
で
あ
る
。
思
い
起
こ
せ
ば
、
賢
首
品
に
お
け
る
議
論
で
も
、
安
国

は
同
品
の
初
発
心
を
「
初
心
の
一
生
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
だ
、
と
い
っ
て
お
り
、
澄
観
に
と
っ
て
、
信
満
或
い
は
初
住

に
入
る
の
が
「
一
生
」
に
お
い
て
可
能
な
こ
と
だ
と
い
う
の
は
、
極

め
て
大
き
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
「
初
発
心
」
を
ど
う
と

ら
え
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
、
『
華
厳
経
』
が
澄
観
自
身
を
含
む

現
実
の
修
行
者
た
ち
に
、
い
か
に
積
極
的
意
義
が
あ
る
も
の
と
し
て

位
置
づ
け
う
る
か
、
と
い
う
問
題
か
ら
し
て
、
譲
る
こ
と
が
で
き
な

い
大
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、
『
疏
』
『
鋤
』
は
次
の
よ
う
に
語
り
、
信
満
或
い
は
初
住

の
初
発
心
に
お
い
て
悟
り
を
得
る
こ
と
を
、
民
間
か
ら
一
挙
に
宰
相

の
地
位
に
登
る
こ
と
、
そ
し
て
王
子
と
し
て
高
貴
な
生
を
受
け
る
こ

と
に
た
と
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
長
く
苦
し
い
努
力
を
経
て
し
か
る

べ
き
地
位
に
登
っ
て
ゆ
く
よ
り
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
、
と
す
る
。
こ

れ
は
、
信
満
或
い
は
初
住
に
お
け
る
飛
躍
を
認
め
る
立
場
が
、
そ
れ

を
認
め
ず
、
初
地
ま
で
の
長
い
修
行
の
必
要
を
強
調
す
る
安
国
の
立

場
に
ま
さ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
比
喩
的
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
○
且
夕
釣
旙
艶
、
朝
升
台
輔
、
山
豆
與
夫
明
纒
常
選
而
語
其
優
劣

　
　
者
哉
。
況
纏
生
王
宮
、
貴
極
臣
佐
、
寧
同
百
戦
夷
項
、
備
歴
銀

　
　
辛
。
況
十
千
劫
之
功
高
、
亦
非
柳
爾
人
耳
。
（
『
疏
』
巻
十
九
・

　
　
T
3
5
六
四
三
c
）

　
　
○
疏
、
且
夕
釣
旙
渓
下
、
第
四
墨
例
讃
成
。
以
君
臣
爲
一
封
。

　
　
旙
渓
即
是
太
公
垂
釣
之
庭
、
頓
爲
武
王
之
丞
相
、
豊
要
歴
資
。

　
　
略
墨
一
事
、
其
例
甚
多
。
諸
葛
亮
受
黄
鉱
於
茅
盧
、
韓
信
昇
將
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壇
於
一
卒
、
票
澤
奪
萢
誰
之
印
、
張
儀
覇
秦
主
之
威
、
皆
布
衣

　
　
也
。
纏
生
王
宮
、
約
主
、
亦
是
外
事
。
約
経
即
七
十
八
中
、
讐

　
　
如
王
子
初
生
、
即
爲
老
日
鶴
臣
佐
禮
敬
、
此
菩
提
心
、
亦
復
如
是
。

　
　
出
現
品
云
、
如
韓
輪
王
所
生
太
子
、
具
王
相
者
、
七
寳
不
散
、

　
　
即
紹
輪
王
。
若
約
外
典
、
其
事
甚
多
。
如
周
成
王
脅
献
公
、
皆

　
　
自
小
爲
人
主
。
百
戦
夷
項
、
即
漢
高
祖
。
古
人
詠
史
云
、
百
職

　
　
方
夷
項
、
三
章
且
代
秦
。
功
錦
藷
相
國
、
氣
書
戚
夫
人
。
十
年

　
　
征
職
、
七
十
二
瘡
、
方
南
面
稻
孤
、
在
位
無
幾
、
登
與
上
同
。

　
　
　
疏
、
況
十
千
劫
下
、
第
五
況
出
功
高
。
以
修
行
十
千
劫
、
方

　
　
入
初
住
、
成
正
定
聚
。
亦
非
但
磯
無
分
限
心
、
即
得
爾
也
。
言

　
　
非
柳
爾
人
耳
者
、
珈
耳
爲
且
略
也
。
史
書
叙
周
公
爲
文
王
之
子
、

　
　
武
王
之
弟
、
成
王
之
叔
、
非
柳
爾
人
耳
。
今
借
此
言
用
之
。

　
　
（
『
鋤
」
巻
四
十
・
T
3
6
三
〇
四
c
l
三
〇
五
a
）

　
こ
の
一
段
に
は
、
『
経
』
内
の
事
例
も
引
か
れ
る
も
の
の
、
太
公
・

諸
葛
亮
・
韓
信
・
藝
澤
・
張
儀
や
、
周
成
王
・
晋
献
公
、
漢
の
高
祖

と
い
っ
た
中
国
史
上
の
著
名
人
の
例
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
明
経
と
い
っ
た
当
時
の
中
国
の
官
僚
登
用
ル
ー
ト
も
比
喩
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
国
知
識
人
社
会
に
身
を
お
く
澄
観
の
立
場
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

窺
わ
れ
、
極
め
て
興
味
深
い
一
段
で
あ
る
。
な
お
、
文
中
に
引
か
れ

る
漢
の
高
祖
を
詠
ん
だ
詩
は
、
武
則
天
期
の
人
で
あ
る
干
季
子
の
作

で
あ
り
、
『
全
唐
詩
』
巻
八
十
に
み
え
る
。

四
　
コ
生
」
と
は

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
信
満
或
い
は
初
住
で
の
「
初
発
心
成
仏
」
の

可
能
性
を
、
修
行
者
に
と
っ
て
の
「
一
生
」
と
の
関
係
で
重
く
と
ら

え
た
澄
観
で
あ
る
が
、
こ
の
「
一
生
」
と
は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

賢
首
品
の
と
こ
ろ
で
、
「
初
心
一
生
」
と
い
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す

る
と
、
ま
ず
は
修
行
者
が
仏
道
に
発
心
し
て
か
ら
の
そ
の
一
生
の
間
、

と
い
う
意
味
で
あ
る
か
と
推
察
さ
れ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
華
厳
経
』
に
は
、
「
一
生
」
と
い
う
タ
ー
ム
は
何
度
も
出
て
く
る
。

そ
の
中
に
は
、
弥
勒
菩
薩
な
ど
を
指
す
コ
生
菩
薩
」
と
い
う
も
の

　
　
　
の
　

も
あ
る
。
し
か
し
、
恐
ら
く
こ
こ
の
「
一
生
」
は
、
入
法
界
品
の
主

人
公
、
善
財
童
子
の
二
生
」
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
入

法
界
品
に
は
、
善
財
童
子
の
遍
歴
の
最
後
近
く
で
、
弥
勒
が
皆
に
次

の
よ
う
に
語
る
場
面
が
あ
る
。

　
　
○
諸
仁
者
、
鯨
諸
菩
薩
、
経
於
無
量
百
千
萬
億
那
由
他
劫
、
乃

　
　
能
満
足
菩
薩
願
行
、
乃
能
親
近
諸
佛
菩
提
。
此
長
者
子
、
於
一
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生
内
、
則
能
浮
佛
刹
、
則
能
化
衆
生
、
則
能
以
智
慧
深
入
法
界
、

則
能
成
就
諸
波
羅
蜜
、
則
能
増
廣
一
切
諸
行
、
則
能
圓
満
一
切

大
願
、
則
能
超
出
一
切
魔
業
、
則
能
承
事
一
切
善
友
、

　
　
浮
諸
菩
薩
道
、
則
能
具
足
普
賢
諸
行
。

　
　
1
0
四
二
九
b
）

　
つ
ま
り
、
他
の
菩
薩
が
無
量
百
千
万
億
那
由
他
劫
か
か
っ
て
成
就

し
た
菩
薩
道
を
、
コ
生
」
の
内
に
完
成
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
つ
け
ら
れ
た
『
疏
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
○
第
四
諸
仁
者
齢
諸
下
、
明
速
讃
超
権
、
以
依
實
教
修
行
故
。

　
　
　
　
　
　
則
能
清

（『

o
』
巻
七
十
八
・
T

謂
即
凡
身
一
生
、
亦
解
行
生
故
。
千
年
之
鳥
不
及
朝
生
之
鳳
。



　
　
普
賢
生
位
互
融
囁
故
。
依
實
修
者
、
悉
皆
能
爾
、
胡
不
勉
栴
。

　
　
（
『
疏
』
巻
六
十
・
T
3
5
九
五
七
b
）

　
こ
の
善
財
童
子
の
二
生
」
を
、
凡
身
の
コ
生
」
と
と
ら
え
、

そ
れ
を
解
行
生
と
す
る
。
そ
し
て
千
年
の
劫
を
経
た
鳥
も
、
朝
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
鳳
鳳
に
は
、
か
な
わ
な
い
、
と
す
る
。
そ
し
て
最
後

に
、
実
に
依
っ
て
修
す
る
も
の
は
、
み
な
そ
う
な
り
う
る
の
で
あ
っ

て
、
勤
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
実
に
依
り
て
修
す
る
者
は
、
悉
く

皆
能
く
爾
る
、
な
ん
ぞ
こ
れ
を
つ
と
め
ざ
ら
ん
や
）
、
と
い
う
修
行

者
へ
の
督
励
の
言
葉
で
締
め
く
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
つ
け
ら
れ
た
『
砂
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
○
疏
、
即
凡
身
一
生
者
、
約
圓
融
説
。
亦
解
行
一
生
、
約
行
布

　
　
説
。
故
千
年
之
烏
下
、
成
第
一
凡
身
一
生
之
義
。
依
實
修
者
下
、

通
伏
難
。
恐
有
間
言
、
約
法
圓
融
、
是
則
可
爾
、
豊
得
有
凡
身

　
　
一
生
而
得
成
辮
。
故
爲
此
通
、
非
濁
善
財
、
行
者
豊
能
即
得
。

　
　
齢
如
登
心
功
徳
品
。
（
『
砂
』
巻
八
十
九
・
T
3
6
六
九
四
a
I
b
）

　
千
年
の
鳥
も
朝
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
鳳
鳳
に
は
か
な
わ
な
い
、
と

い
う
の
は
、
凡
身
の
一
生
で
「
速
讃
超
権
」
す
る
こ
と
を
い
っ
た
も

の
で
あ
る
。
実
に
依
っ
て
修
す
る
も
の
は
皆
そ
う
な
る
、
と
い
う
の

は
、
法
と
し
て
は
あ
り
う
る
に
し
て
も
、
人
と
し
て
凡
身
の
一
生
で

菩
薩
道
を
完
成
す
る
な
ど
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
反
論
を
あ
ら
か
じ

め
封
殺
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
最
後
の
「
宣
能
」
の
字
は
、
東
大
寺

図
書
館
蔵
高
麗
版
の
『
鉛
」
に
は
無
い
（
巻
第
二
十
下
・
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
＝
六
六
丁
）
。
文
脈
か
ら
考
え
て
そ
れ
の
方
が
よ
い
で

あ
ろ
う
。
善
財
童
子
だ
け
で
な
く
、
行
者
は
誰
で
も
同
様
だ
（
独
り

善
財
の
み
に
非
ず
、
行
者
は
即
ち
得
る
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
記
述
を
見
る
と
、
澄
観
が
、
信
満
或
は
初
住
で
初
発
心

成
仏
す
る
な
ら
ば
コ
生
有
望
」
と
い
っ
て
い
た
「
一
生
」
が
、
善

財
童
子
が
菩
薩
道
を
完
成
し
た
と
い
わ
れ
る
「
一
生
」
と
恐
ら
く
重

な
っ
て
く
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
ど
ち
ら
の
文
面
で
も
、
一
挙
に
超

越
的
飛
躍
を
遂
げ
た
存
在
が
、
地
道
に
長
い
時
間
を
歩
む
も
の
よ
り

優
れ
て
い
る
、
と
し
て
よ
く
似
た
比
喩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
善
財
の
コ
生
」
で
可
能
に
な
っ
た
こ
と
は
、
誰
で
も
可
能
な

の
だ
か
ら
、
修
行
者
は
あ
い
つ
と
め
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
善
財

の
コ
生
」
は
、
修
行
者
の
コ
生
」
の
モ
デ
ル
た
り
う
る
の
で
あ

る
。　
そ
し
て
、
そ
の
善
財
童
子
の
「
一
生
」
は
、
解
行
生
だ
、
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
次
に
注
目
さ
れ
る
。
智
撮
か
ら
法
蔵
を
経
て
、
三
生

成
仏
と
い
う
段
階
的
成
仏
論
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
解
行
生
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

こ
の
三
生
成
仏
の
第
二
段
階
で
あ
る
。
澄
観
は
こ
の
三
生
成
仏
説
を

継
承
し
て
い
る
。
『
疏
』
の
序
文
に
「
見
聞
爲
種
、
八
難
超
十
地
之

階
。
解
行
在
躬
、
一
生
圓
暖
劫
之
果
。
師
子
奮
迅
、
衆
海
頓
誼
於
林

中
。
象
王
逼
旋
、
六
千
道
成
於
言
下
」
（
『
疏
』
巻
一
・
T
3
5
五
〇
三

b
）
と
あ
る
と
こ
ろ
に
つ
け
た
『
紗
』
で
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
。　
　
○
又
此
纒
宗
、
明
三
生
圓
満
。
　
一
見
聞
生
、
二
解
行
生
、
即
上

　
　
二
句
。
三
謹
入
生
、
即
下
二
句
。
（
「
砂
』
巻
二
・
T
3
6
一
二
a
）

　
つ
ま
り
、
彼
も
こ
の
三
生
成
仏
を
認
め
る
立
場
に
立
つ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
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さ
て
、
法
蔵
は
『
華
厳
五
教
章
』
で
智
綴
を
受
け
て
、
三
生
成
仏

を
次
の
よ
う
に
定
式
化
し
て
い
た
。

　
　
〇
二
約
報
明
位
相
者
、
但
有
三
生
。
一
成
見
聞
位
。
謂
見
聞
此

　
　
無
盛
法
門
、
成
金
剛
種
子
等
。
如
性
起
品
説
。
二
成
解
行
位
。

　
　
謂
兜
率
天
子
等
、
從
悪
道
出
已
、
一
生
即
得
離
垢
三
昧
前
、
得

　
　
十
地
無
生
法
忍
及
十
眼
十
耳
等
境
界
。
廣
如
小
相
品
説
。
又
如

　
　
善
財
始
從
十
信
乃
至
十
地
、
於
善
友
所
、
一
生
一
身
上
皆
悉
旦
ハ

　
　
足
如
是
普
賢
諸
行
位
者
、
亦
是
此
義
也
。
三
謹
果
海
位
。
謂
如

　
　
彌
勒
告
善
財
言
、
我
當
來
成
正
豊
時
、
汝
當
見
我
、
如
是
等
。

　
　
當
知
此
約
因
果
前
後
分
二
位
故
、
是
故
前
位
但
是
因
、
圓
果
在

　
　
後
位
故
、
説
當
見
我
也
。
（
『
華
厳
一
乗
教
義
分
斉
章
』
巻
二
・

　
　
T
4
5
四
八
九
c
）

つ
ま
り
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
如
き
無
尽
の
法
門
を
見
聞
し
て

金
剛
の
種
子
の
如
き
成
仏
の
因
を
生
ず
る
段
階
が
見
聞
生
、
そ
の
因

に
よ
っ
て
、
一
生
で
十
信
か
ら
十
地
ま
で
の
普
賢
行
位
を
具
足
し
て

ゆ
く
の
が
解
行
生
、
そ
し
て
次
の
来
世
に
お
い
て
円
果
を
乗
ず
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

が
証
入
生
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
中
で
も
解
行
生
は
、
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
小
相
品
の
兜
率
天
子
と
入
法
界
品
の
善
財
童
子
と
も
に
、

「
一
生
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
解
行
生
は
、
そ
れ
以
前
の
見
聞
の
功
徳
に
よ
り
、
「
一
生
」

で
十
信
か
ら
初
住
を
経
て
十
地
ま
で
至
る
過
程
を
い
う
の
で
あ
る
。

善
財
童
子
に
つ
い
て
は
、
『
探
玄
記
」
に
以
下
の
よ
う
に
語
ら
れ
、

そ
の
コ
生
」
の
三
生
成
仏
内
で
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
示
さ
れ
て

い
る
。

　
　
○
今
更
准
繹
、
（
善
財
）
鷹
善
趣
信
中
行
人
。
依
圓
教
宗
、
有

　
　
其
三
位
。
一
見
聞
位
、
則
是
善
財
次
前
生
身
、
見
聞
如
此
普
賢

　
　
法
故
、
成
彼
解
脱
分
善
根
故
、
如
歎
徳
中
辮
者
是
。
二
是
解
行

　
　
位
、
頓
修
如
此
五
位
行
法
、
如
善
財
此
生
所
成
至
普
賢
位
者
是
。

　
　
三
謹
入
位
、
即
因
位
窮
終
、
潜
同
果
海
、
善
財
來
生
是
也
。

　
　
（
『
探
玄
記
』
巻
十
八
・
T
3
5
四
五
四
a
）

　
即
ち
、
法
蔵
に
よ
れ
ば
善
財
童
子
は
「
善
趣
信
中
行
人
」
と
さ
れ

る
。
「
善
趣
」
は
浄
影
寺
慧
遠
の
用
法
に
よ
れ
ば
、
初
発
心
で
行
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
い
段
階
か
ら
習
種
（
十
住
）
の
前
ま
で
を
い
う
。
こ
れ
を
踏
ま
え

れ
ば
、
善
財
童
子
は
十
信
満
心
以
前
か
ら
信
満
ま
で
の
修
行
者
で
あ

り
、
彼
の
「
此
生
」
は
解
行
生
で
、
十
信
満
心
か
ら
十
地
ま
で
の
五

位
を
頓
修
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
来
世
が
証
入
生
だ
と
い
う
。

　
澄
観
は
、
基
本
的
に
法
蔵
の
善
財
童
子
の
「
一
生
」
1
1
解
行
生
ほ

十
信
か
ら
十
地
ま
で
を
修
め
る
、
と
い
う
並
列
関
係
を
認
め
て
い
た

と
み
て
よ
い
。
彼
は
入
法
界
品
に
つ
け
た
『
疏
』
の
中
で
、
上
引

『
探
玄
記
』
の
記
述
を
引
用
し
、
「
此
之
一
解
、
甚
順
脛
宗
」
（
『
疏
』

巻
五
十
五
・
T
3
5
九
二
一
a
）
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、

そ
の
直
後
で
善
財
童
子
が
今
生
に
初
地
に
上
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は

証
入
生
と
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
語
り
、
善
財
童
子
の

コ
生
」
に
解
行
生
と
証
入
生
を
重
ね
て
見
て
と
ろ
う
と
す
る
違
い

　
　
　
　
　
　
お
　

は
あ
る
け
れ
ど
も
。

　
と
も
か
く
も
、
澄
観
に
と
っ
て
は
、
善
財
童
子
の
コ
生
」
と
は
、

前
世
ま
で
の
見
聞
の
功
徳
に
よ
り
、
十
信
満
心
以
前
の
段
階
か
ら
初

住
を
経
て
、
十
地
ま
で
登
っ
て
ゆ
く
解
行
生
の
「
一
生
」
と
し
て
と
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ら
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
依
實
修
者
、
悉
皆
能
爾
、

胡
不
勉
旛
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
修
行
者
に
と
っ
て
の
典
範
た
り

う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
先
の
初
住
に
お
い
て
初
発
心
成
仏
が
設
定
さ
れ
る
な

ら
コ
生
有
望
」
で
修
行
者
に
益
が
あ
る
、
と
い
っ
て
い
た
そ
の

コ
生
」
は
、
ま
さ
に
こ
の
解
行
生
の
二
生
」
と
し
て
、
十
信
満

心
以
前
の
段
階
か
ら
、
信
満
・
初
住
を
経
て
、
十
地
ま
で
登
っ
て
ゆ

く
可
能
性
を
有
し
た
コ
生
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
「
初
心
の
一
生
」
と
い
っ
て
い
た

の
で
あ
る
と
わ
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
三
生
成
仏
の
枠
組
み
の
も
と
で
、

現
実
の
修
行
者
の
現
在
の
境
界
は
十
信
満
心
以
前
の
信
の
段
階
の
も

の
と
と
ら
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
今
回
の
こ
の
コ
生
」
内
で
の
信

満
或
い
は
初
住
に
お
け
る
初
発
心
成
仏
の
可
能
性
が
担
保
さ
れ
て
い

た
の
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
る
と
、
彼
が
杜
順
の
『
法
界
観
門
」
の
注

釈
と
し
て
著
わ
し
た
『
華
厳
法
界
玄
鏡
』
に
込
め
ら
れ
た
観
法
へ
の

位
置
づ
け
も
興
味
深
く
眺
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
『
法
界
玄

鏡
』
の
末
尾
で
、
次
の
よ
う
に
語
り
、
こ
こ
に
込
め
ら
れ
た
観
法
が
、

王
宮
に
生
ま
れ
て
、
高
貴
さ
で
臣
下
を
完
全
に
凌
駕
す
る
よ
う
に
な

る
た
め
の
不
可
欠
の
要
諦
だ
（
初
生
王
宮
、
貴
極
臣
佐
、
離
此
成
観
、

安
造
藪
玄
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
○
第
三
結
勧
修
學
。
謂
若
圓
明
在
心
、
依
解
生
行
、
行
起
解
絶
、

　
　
錐
絶
而
現
解
行
讐
融
、
修
而
無
修
。
非
唯
周
遍
一
門
、
實
亦
三

　
　
観
齊
致
。
無
心
艦
極
、
無
間
常
行
、
何
障
不
消
、
何
法
能
畷
。

斯
観
顯
現
、
聖
遠
乎
哉
。
膿
之
則
神
　
、
膿
非
椹
小
、
聖
亦
難

　
　
思
　
。
故
初
生
王
宮
、
貴
極
臣
佐
、
離
此
成
観
、
安
造
藪
玄
。

　
　
余
久
深
玄
籍
、
注
想
華
嚴
。
此
之
一
観
、
久
而
究
盤
、
不
鏡
方

　
　
寸
、
虚
負
性
籔
、
故
名
法
界
玄
鏡
。
時
已
從
心
之
歳
　
。
（
『
華

　
　
厳
法
界
玄
鏡
」
巻
下
・
T
4
5
六
八
三
a
）

　
こ
の
比
喩
は
上
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
澄
観
に
と
っ
て
は
信
満
或

い
は
初
住
の
初
発
心
成
仏
の
あ
り
か
た
を
語
る
も
の
と
し
て
援
用
さ

れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
も
文
脈
的
に
は
、
『
法
界
玄
鏡
』
に

記
さ
れ
た
観
法
こ
そ
は
、
十
信
満
心
以
前
の
信
の
段
階
に
あ
る
修
行

者
が
、
「
一
生
」
に
お
い
て
、
信
満
或
い
は
初
住
の
初
発
心
成
仏
に

入
る
た
め
に
不
可
欠
な
前
提
で
あ
る
、
と
の
言
明
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
『
法
界
玄
鏡
』
は
、
十
信
満
心
以
前
の
信

の
段
階
に
あ
る
修
行
者
が
、
十
信
満
心
或
い
は
初
住
の
初
発
心
成
仏

を
獲
得
す
る
た
め
の
手
立
て
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
書
物
な
の
で

あ
る
。

五
　
信
満
或
い
は
初
住
成
仏
の
も
つ
二
つ
の
意
味

　
さ
て
、
以
上
の
分
析
か
ら
わ
か
っ
た
の
は
、
澄
観
の
安
国
批
判
の

究
極
の
意
図
は
、
修
行
者
の
こ
の
コ
生
」
に
お
け
る
信
満
或
い
は

初
住
に
お
け
る
初
発
心
成
仏
の
可
能
性
の
確
保
に
あ
っ
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
安
国
の
初
地
に
お
い
て
の
み
初
発
心
成
仏
を
認
め
る

立
場
で
は
、
こ
の
可
能
性
が
閉
ざ
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
澄
観
が
行
っ
た
思
想
的
営
為
の
中
で
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
が
、
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玄
　
唯
識
の
抑
下
を
含
意
す
る
「
法
相
宗
・
法
性
宗
」
の
対
概
念
の

設
定
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。
そ
の
際
に
彼
が
「
法
相
宗
」

の
何
に
対
し
て
批
判
的
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

『
疏
』
の
玄
談
に
挙
げ
ら
れ
た
法
相
・
法
性
の
十
の
相
違
点
の
設
定

（『

`
』
巻
二
・
T
3
5
F
五
一
一
a
）
に
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、

冒
頭
の
二
つ
の
点
、
一
乗
三
乗
別
、
一
性
五
性
別
が
重
要
だ
っ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
項
目
以
外

に
、
か
つ
て
鎌
田
茂
雄
氏
が
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
「
法
相
宗
」
に

お
け
る
悟
り
へ
の
階
梯
の
長
久
さ
、
困
難
さ
に
対
す
る
反
発
も
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
玄
　
唯
識
は
、
菩
薩
に
つ
い
て
、
三
阿
僧
祇
劫
に
わ
た
る
着
実
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

修
行
の
不
可
欠
性
を
強
調
す
る
。
し
か
し
澄
観
に
と
っ
て
は
、
こ
れ

は
結
局
の
と
こ
ろ
、
仏
果
獲
得
に
通
じ
な
い
無
意
味
な
も
の
と
見
え

た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
『
疏
』
の
玄
談
”
教
起
因
縁
”
の
「
十
・
利

今
後
」
に
、
華
厳
の
「
無
心
の
髄
極
、
一
念
に
便
ち
佛
家
に
契
う
」

と
の
対
比
に
お
い
て
、
「
作
す
有
る
の
修
は
多
劫
な
る
も
終
に
敗
壊

を
成
す
」
（
有
作
之
修
多
劫
終
成
敗
壊
。
『
疏
』
巻
一
・
T
3
5
五
〇
五

a
）
と
語
る
。
ま
た
四
十
巻
『
華
厳
経
』
の
注
釈
で
あ
る
『
華
厳
経

行
願
品
疏
』
の
序
文
に
お
い
て
も
、
華
厳
の
「
其
の
門
を
得
る
や
、

諸
佛
と
↓
朝
に
等
し
」
と
の
対
比
に
お
い
て
、
「
其
の
旨
を
失
う
や
、

徒
ら
に
暖
劫
に
修
因
す
」
（
失
其
旨
也
、
徒
修
因
於
畷
劫
。
『
華
厳
経

行
願
品
疏
』
巻
一
・
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
第
5
巻
四
八
c
）
と
語
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
抑
下
さ
れ
て
い
る
立
場
こ
そ
は
、
「
鉱
相
宗
」
の

修
行
論
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
澄
観
の
安
国
批
判
と
は
、
こ
う
し
た
発
言
と
関
連
し
た
、
法
相
宗

の
修
行
過
程
把
握
に
対
す
る
批
判
の
一
角
を
占
め
る
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
法
相
宗
の
悟
り
の
設
定
が
、
厳
格
主
義
的
見

地
か
ら
、
遙
か
先
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
、
今
生
に
仏
の
境
界
に
接

近
す
る
望
み
を
奪
い
、
修
行
者
を
意
気
粗
喪
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う

弊
害
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。

　
宋
代
の
子
踏
は
、
『
大
乗
起
信
論
筆
削
記
』
に
お
い
て
、
次
の
よ

う
に
語
り
、
三
阿
僧
祇
劫
の
修
行
が
長
大
な
時
間
と
し
て
固
定
的
に

設
定
さ
れ
る
の
で
は
、
仏
道
と
い
う
も
の
が
、
現
実
の
修
行
者
に
と

っ
て
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
、
と
語
っ
て
い
る
。

　
　
○
若
以
此
等
計
三
僧
祇
、
方
成
佛
道
、
則
百
千
萬
人
中
無
有
一

　
　
人
嚢
心
修
進
。
縦
有
催
於
三
塗
苦
者
、
但
修
人
天
戒
善
、
或
有

　
　
畏
於
三
界
生
死
、
亦
但
修
二
乗
之
行
、
焉
敢
希
翼
佛
果
修
菩
薩

　
　
行
。
蓋
爲
作
此
長
久
而
解
、
有
是
大
失
。
（
『
大
乗
起
信
論
筆
削

　
　
記
」
巻
十
七
・
T
4
4
三
九
一
b
）

　
澄
観
の
思
い
も
こ
れ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。　
そ
し
て
自
ら
が
選
び
取
っ
た
華
厳
円
教
は
、
信
満
或
い
は
初
住
に

お
い
て
「
成
正
覚
」
を
把
握
す
る
立
場
で
あ
れ
ば
、
今
生
に
お
い
て

そ
こ
ま
で
到
達
し
う
る
可
能
性
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
り
、
修
行
者

を
奮
い
立
た
せ
る
効
果
を
も
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。
澄
観
は
こ
う
し

て
こ
そ
は
じ
め
て
『
華
厳
経
』
が
現
実
の
修
行
者
に
と
っ
て
切
実
な

意
味
を
も
ち
う
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
、
現
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在
こ
こ
に
お
い
て
生
き
て
い
る
彼
を
含
め
た
人
々
の
生
の
固
有
性
、

そ
れ
に
根
ざ
し
た
形
で
一
定
レ
ベ
ル
の
成
果
の
獲
得
に
ま
で
至
れ
る

実
践
の
体
系
で
な
く
て
は
、
仏
教
の
修
行
自
体
が
無
意
味
な
も
の
と

な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
感
覚
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
意
識
は
、

『
砂
』
の
玄
談
に
お
い
て
、
静
法
寺
慧
苑
を
批
判
し
、
『
華
厳
経
』
を

修
行
者
に
と
っ
て
の
手
引
き
と
し
て
読
む
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

て
い
る
と
こ
ろ
に
も
鮮
明
に
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
識
に
導
か

れ
て
、
彼
と
し
て
は
信
満
或
い
は
初
住
成
仏
を
、
従
来
の
唐
代
華
厳

教
学
の
諸
家
の
立
場
を
継
承
す
る
形
で
強
力
に
擁
護
し
た
わ
け
で
あ

る
。　
し
か
し
、
こ
う
し
て
信
満
或
い
は
初
住
に
成
仏
が
設
定
さ
れ
た
こ

と
に
は
、
同
時
に
も
う
一
つ
の
意
味
を
読
み
取
る
べ
き
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
安
国
批
判
の
よ
う
に
、
論
敵
を
設
定
し
て
語
ら
れ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
澄
観
に
と
っ
て
は
同
様
に
重
要
な
問
題
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
コ
生
」
で
成
仏
す
る
と
し
て
、
成
仏
の
あ
と
、

修
行
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
否
か
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

　
実
は
、
澄
観
以
前
の
唐
代
華
厳
教
学
の
担
い
手
た
ち
は
、
い
ず
れ

も
信
満
或
い
は
初
住
で
成
仏
し
た
後
、
十
住
・
十
行
・
十
廻
向
・
十

地
・
等
覚
を
経
て
妙
覚
に
至
る
段
階
的
修
行
が
必
要
だ
と
す
る
視
点

を
、
共
通
に
有
し
て
い
た
。
法
蔵
は
こ
れ
を
『
探
玄
記
』
で
円
融
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　

行
布
と
い
う
二
側
面
の
一
体
性
で
と
ら
え
て
い
る
。
澄
観
も
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
お
　

を
引
き
継
い
で
い
る
。

　
こ
う
し
た
発
想
の
も
と
で
、
澄
観
は
、
『
経
』
の
初
発
心
功
徳
品
、

「
縷
か
に
登
心
す
る
時
、
十
方
一
切
の
諸
佛
の
共
に
稻
歎
す
る
所
と

爲
る
」
（
巻
十
七
・
T
1
0
九
一
c
）
か
ら
始
ま
る
一
段
に
つ
け
た

『
疏
』
で
、
初
住
は
仏
位
と
同
じ
と
さ
れ
る
と
同
時
に
、
優
劣
が
あ

る
と
す
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
　
〇
二
約
見
性
齊
故
、
説
與
佛
等
、
旦
ハ
諸
佛
法
。
賢
論
位
次
、
優

　
　
劣
非
無
。
若
爾
、
此
與
歴
別
何
異
。
請
以
喩
顯
。
若
彼
虚
室
、

　
　
置
之
一
燈
、
光
周
室
内
、
加
二
加
三
、
乃
至
百
千
、
各
各
重
重
、

　
　
遍
於
室
内
。
錐
同
周
遍
、
不
妨
後
後
益
明
。
初
心
等
佛
、
若
彼

　
　
一
燈
、
妙
畳
等
初
、
同
第
百
千
。
若
器
中
盛
燈
、
錐
復
百
千
共

　
　
置
一
室
、
互
不
相
見
。
歴
別
修
行
、
類
同
此
也
。
依
於
此
義
故
、

　
　
初
心
即
云
、
振
動
光
照
一
切
世
界
、
登
地
已
上
、
卸
説
百
刹
千

　
　
刹
、
如
理
思
之
。
（
『
疏
』
巻
十
九
・
T
3
5
六
四
七
b
）

　
明
か
り
を
↓
二
と
も
す
の
と
百
千
と
も
す
の
と
で
は
、
部
屋
中
に

光
が
周
遍
す
る
こ
と
は
同
じ
だ
が
、
後
の
方
が
明
る
い
。
初
発
心
と

仏
の
違
い
は
こ
れ
と
同
じ
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
澄
観
に
と
っ
て

は
、
信
満
或
い
は
初
住
に
成
仏
が
設
定
さ
れ
て
も
、
そ
れ
は
そ
こ
で

修
行
が
終
わ
り
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
更
に
そ
れ

か
ら
の
修
行
を
必
須
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
観
点
は
、
澄
観
に
お
い
て
は
、
「
禅
宗
」
批
判
と
一
体

を
な
し
て
い
た
。
澄
観
が
「
禅
宗
」
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、
華
厳

円
教
と
「
禅
宗
」
の
関
係
の
設
定
が
、
「
法
相
宗
」
対
「
法
性
宗
」

の
設
定
と
い
う
対
玄
　
唯
識
の
問
題
と
な
ら
ん
で
彼
の
思
想
的
営
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
最
大
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

『
疏
』
の
序
文
で
澄
観
は
「
事
理
讐
修
、
依
本
智
而
求
佛
智
」
（
『
疏
」

巻
一
・
T
3
5
五
〇
三
a
）
と
語
る
が
、
そ
こ
に
つ
け
た
『
紗
』
に
は
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こ
の
「
禅
宗
」
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
る
。

　
　
○
疏
、
事
理
讐
修
依
本
智
而
求
佛
智
者
、
二
不
擬
爾
存
。
上
來

　
　
交
徹
不
畷
之
義
、
恐
人
誤
執
、
謂
混
二
相
、
故
墨
此
言
。
亦
由

惑
者
執
暉
、
則
依
本
性
、
無
作
無
修
、
鏡
本
自
明
、
不
梯
不
螢
。

執
法
之
者
、
須
起
事
行
、
當
求
如
來
、
依
他
勝
縁
、
以
成
己
徳
。

並
爲
偏
執
、
故
此
箋
行
。
依
本
智
者
、
約
理
而
説
。
無
漏
智
性
、

本
旦
ハ
足
故
。
而
求
佛
智
者
、
約
事
而
論
。
無
所
求
中
、
吾
故
求

之
。
心
鏡
本
浮
、
久
騎
塵
螢
故
、
恒
沙
性
徳
、
並
埋
塵
沙
煩
悩

中
故
、
以
順
法
性
無
樫
貧
等
、
修
檀
施
等
故
、
諸
佛
已
讃
、
我

未
謹
故
、
又
理
不
磯
事
、
不
妨
求
故
、
事
不
礫
理
、
求
即
無
求

　
　
故
。
若
此
之
修
、
名
爲
無
修
、
無
修
之
修
、
修
即
無
修
、
爲
眞

　
　
修
　
。
（
『
紗
』
巻
一
・
T
3
6
九
a
）

　
こ
こ
で
は
、
自
己
の
外
部
に
仏
を
求
め
、
「
事
行
」
に
偏
す
る

「
執
法
之
者
」
と
並
ん
で
、
「
本
性
に
依
っ
て
、
無
作
無
修
で
よ
く
、

鏡
は
本
来
明
ら
か
だ
か
ら
、
磨
く
必
要
な
し
」
と
す
る
「
執
禅
」
の

惑
者
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
「
執
禅
」
者
が
、
澄
観
が
「
南
宗
」
と

と
ら
え
る
「
禅
宗
」
の
一
派
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
「
執

法
之
者
」
は
恐
ら
く
「
法
相
宗
」
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼

の
立
場
は
、
そ
の
両
偏
執
を
離
れ
て
、
本
具
の
無
漏
智
の
理
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
あ
え
て
そ
こ
に
事
の
行
を
つ
け
て
ゆ
く
こ
と
だ
と
す
る
Q

本
来
明
ら
か
で
あ
る
心
の
鏡
だ
が
、
そ
の
明
ら
か
さ
の
上
に
あ
え
て

磨
く
修
行
を
行
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
無
修
之
修
、
修

即
無
修
」
の
“
真
修
”
こ
そ
が
、
澄
観
の
立
場
、
即
ち
華
厳
円
教
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
「
禅
宗
」
の
一
部
の
人
々
に
お
い
て
、
“
即
心
即
佛
”
と

い
っ
た
立
場
が
標
榜
さ
れ
、
】
切
の
修
行
は
無
益
ど
こ
ろ
か
却
っ
て

有
害
だ
と
さ
え
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
す
る
異
論
の
表
明

で
あ
る
。
彼
は
あ
く
ま
で
本
来
清
浄
の
上
で
、
わ
ざ
わ
ざ
修
行
を
行

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
入
法
界
品
に
つ
け

ら
れ
た
『
疏
』
に
も
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
○
第
四
結
勧
修
學
中
、
既
萬
法
不
離
自
心
、
但
修
自
心
、
萬
法
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行
備
。
亦
遣
愚
人
妄
解
之
失
。
謂
有
計
云
、
萬
法
皆
心
、
任
之

　
　
是
佛
、
駆
馳
萬
法
、
豊
不
唐
勢
。
故
今
廣
明
、
心
錐
即
佛
、
久

　
　
竪
塵
螢
、
故
以
萬
行
増
修
、
令
其
榮
徹
。
又
但
説
萬
行
由
心
、

　
　
不
説
不
修
爲
是
。
又
萬
法
即
心
、
修
何
擬
心
。
（
『
疏
』
巻
五
十

　
　
六
・
T
3
5
九
二
八
b
）

　
万
法
皆
心
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
任
せ
れ
ば
仏
で
あ
る
と
し
て
、
修

行
は
無
駄
だ
と
い
う
人
々
に
対
し
、
心
は
確
か
に
仏
だ
が
、
久
し
く

塵
労
を
こ
う
む
っ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
修
行
が
必
要
だ
と
い
う

の
で
あ
る
。
万
行
が
心
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
修
行
し
な
い
の
が
よ

い
と
経
文
に
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
修
行
が
心
に
悪
影

響
を
も
た
ら
す
わ
け
で
も
な
い
、
と
し
て
、
あ
く
ま
で
修
行
の
要
を

　
　
れ
　

説
く
。

　
「
禅
宗
」
の
人
々
は
、
“
即
心
即
佛
”
の
立
場
か
ら
し
て
、
自
己
の

境
地
の
見
積
も
り
が
極
め
て
高
か
っ
た
。
澄
観
が
「
水
南
善
知
識
」

と
し
て
言
及
す
る
荷
沢
神
会
は
、
『
南
宗
定
是
非
論
』
に
お
い
て
、

遠
法
師
か
ら
位
地
を
質
問
さ
れ
、
自
ら
十
地
を
満
足
し
た
と
こ
ろ
だ

と
答
え
、
で
は
し
か
る
べ
き
神
変
を
見
せ
て
く
れ
と
迫
ら
れ
て
い
る



　
　
○
遠
法
師
重
問
日
、
「
暉
師
用
心
於
三
賢
、
十
聖
、
四
果
人
等
、

　
　
今
在
何
位
地
。
」
和
上
答
、
「
在
満
足
十
地
位
。
」
遠
法
師
言
、

　
　
「
初
地
菩
薩
分
身
百
佛
世
界
、
二
地
菩
薩
分
身
千
佛
世
界
、
乃

　
　
至
十
地
菩
薩
分
身
無
量
萬
億
佛
世
界
。
暉
師
既
言
在
満
足
十
地

　
　
位
、
今
日
爲
現
少
許
神
攣
。
」
（
楊
曽
文
編
校
『
神
会
和
尚
禅
話

　
　
録
』
中
華
書
局
一
九
九
六
・
二
四
頁
）

　
そ
し
て
、
神
会
は
、
作
為
的
「
心
不
起
」
の
「
北
宗
」
批
判
を
通

じ
て
、
無
念
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
直
ち
に
七
地
以
前
の
菩
薩
は
飛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

ば
し
て
、
仏
と
な
れ
る
、
と
語
る
。

　
　
○
但
不
作
意
、
心
無
有
起
、
是
眞
無
念
。
…
…
一
切
衆
生
、
本

　
　
來
無
相
。
今
言
相
者
、
並
是
妄
心
。
心
若
無
相
、
即
是
佛
心
。

　
　
若
作
心
不
起
、
是
識
定
、
亦
名
法
見
。
心
自
性
定
。
馬
鳴
云
、

　
　
若
有
衆
生
観
無
念
者
、
則
爲
佛
智
。
故
今
所
説
般
若
波
羅
蜜
、

　
　
從
生
滅
門
頓
入
眞
如
門
。
更
無
前
照
後
照
、
遠
看
近
看
、
都
無

　
　
此
心
、
乃
至
七
地
以
前
菩
薩
、
都
総
蒸
過
。
唯
指
佛
心
、
即
心

　
　
是
佛
。
（
『
神
会
和
尚
禅
話
録
』
一
二
頁
）

　
ま
た
宗
密
は
、
禅
者
が
自
ら
を
佛
だ
と
み
な
す
こ
と
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
○
又
有
一
類
人
、
自
謂
我
今
頓
悟
、
已
是
佛
了
、
功
濫
聖
流
、

　
　
不
能
進
修
。
（
『
円
覚
経
大
疏
紗
』
巻
十
一
之
上
・
新
纂
大
日
本

　
　
続
蔵
経
第
9
巻
レ
六
九
五
c
）

　
こ
う
し
た
「
禅
宗
」
の
人
々
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
］
生
で
の

成
仏
可
能
性
な
ど
は
い
わ
ず
も
が
な
の
問
題
と
な
ろ
う
。
神
会
は
次

の
よ
う
に
語
り
、
「
一
生
」
に
お
け
る
解
脱
を
唱
え
て
い
る
。

　
　
○
智
圓
問
、
一
切
衆
生
皆
云
修
道
、
未
審
修
道
者
一
生
得
成
佛

　
　
道
不
。
和
上
答
言
、
可
得
。
又
問
、
云
何
可
得
。
答
、
如
摩
詞

　
　
術
宗
、
恒
沙
業
障
、
↓
念
消
除
、
性
禮
無
生
、
刹
那
成
道
。
例

　
　
況
一
生
而
不
得
耶
。
（
『
神
会
和
尚
禅
話
録
』
一
二
一
頁
）

　
　
○
我
六
代
大
師
、
＝
皆
言
『
軍
刀
直
入
、
直
了
見
性
』
、
不

　
　
言
階
漸
。
夫
學
道
者
須
頓
見
佛
性
、
漸
修
因
縁
、
不
離
是
生
而

　
　
得
解
脱
。
（
『
神
会
和
尚
禅
話
録
」
三
〇
頁
）

　
澄
観
が
信
満
或
は
初
住
成
仏
を
唱
え
て
、
「
一
生
有
望
」
を
口
に

し
た
と
き
、
一
方
に
は
当
然
こ
う
し
た
「
禅
宗
」
の
人
の
動
き
が
見

え
て
い
た
。
彼
と
し
て
は
、
「
禅
宗
」
が
コ
生
」
で
の
悟
り
を
語

っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
共
感
を
覚
え
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
方

で
は
「
一
超
直
入
如
来
地
」
（
『
証
道
歌
」
）
の
「
禅
宗
」
に
不
安
を

覚
え
た
こ
と
も
確
か
で
あ
っ
た
。
「
禅
宗
」
の
人
々
の
中
に
は
、
澄

観
か
ら
す
れ
ば
、
悟
り
の
過
大
評
価
か
ら
、
修
行
無
用
の
自
堕
落
へ

と
転
落
す
る
危
険
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
宗
密
は
、
頓
悟
の
後
の

漸
修
の
必
要
を
語
る
と
き
、
コ
生
の
修
行
で
直
ち
に
仏
と
同
じ
力

用
が
得
ら
れ
る
は
ず
は
な
か
ろ
う
」
（
豊
可
一
生
所
修
、
便
同
諸
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

力
用
。
真
福
寺
本
『
斐
休
拾
遺
問
』
）
と
い
う
。
つ
ま
り
、
「
一
生
」

で
成
仏
す
る
と
い
っ
て
も
、
コ
生
」
で
直
ち
に
仏
と
全
く
同
等
だ
、

と
す
る
こ
と
に
反
対
し
、
信
満
或
い
は
初
住
成
仏
後
の
漸
修
の
必
要

を
強
調
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
澄
観
は
こ
こ
ま
で
は
っ
き
り
語
っ

た
こ
と
は
な
い
が
、
こ
の
点
で
師
弟
が
近
い
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。

　
こ
の
意
味
か
ら
い
え
ば
、
澄
観
に
お
い
て
、
信
満
或
は
初
住
へ
の
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成
仏
の
設
定
は
、
一
方
で
「
禅
宗
」
の
コ
超
直
入
如
来
地
」
に
対

抗
し
て
、
四
十
二
位
の
実
直
な
修
行
を
不
可
欠
と
す
る
機
能
を
も
帯

び
た
も
の
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
信
満
或
い
は
初

住
成
仏
説
は
、
澄
観
に
と
っ
て
、
悟
り
を
「
法
相
宗
」
の
遥
遠
な
設

定
か
ら
奪
い
取
り
、
修
行
者
の
コ
生
」
の
中
の
も
の
と
す
る
と
同

時
に
、
そ
の
先
遥
か
に
続
く
修
行
を
要
求
す
る
枠
組
み
と
し
て
存
在

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
考
察
を
加
え
て
き
た
信
満
或
い
は
初
住
成
仏
を
め
ぐ
る
澄
観

の
視
点
は
、
果
た
し
て
新
し
い
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
彼
以
前
の
唐
代
の
華
厳
思
想
家
た
ち
に
お
い
て
も
、
同
様
の
モ

チ
ー
フ
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
の
と
こ
ろ
、
彼
以
前

の
唐
代
華
厳
思
想
家
で
は
、
李
通
玄
に
今
生
で
の
入
悟
と
い
う
主
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　

が
明
瞭
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
智
蝦
・
法
蔵
・
慧
苑
ら
の
著
作
で
は
、

あ
ま
り
明
示
的
で
は
な
い
。
し
か
し
筆
者
は
、
澄
観
と
あ
い
似
た
問

題
意
識
は
底
流
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
各
方
面
で
の
教
学
整
備
を
誘
導

し
、
澄
観
で
明
瞭
な
言
明
を
得
た
も
の
と
み
て
よ
い
と
考
え
る
。

　
陳
陪
の
間
に
生
を
受
け
た
天
台
智
頻
は
、
『
法
華
玄
義
』
に
お
い

て
、
自
ら
の
教
判
に
お
け
る
円
教
の
「
一
生
」
で
の
初
住
・
十
地
へ

の
到
達
可
能
性
を
語
っ
て
い
る
。

○
圓
信
圓
行
不
由
歴
別
、
於
一
生
中
即
入
初
住
、
得
見
佛
性
。

如
牛
食
忍
草
、
不
歴
四
味
、
卓
出
醍
醐
。
（
『
法
華
玄
義
』
巻
五

之
下
・
T
3
3
七
三
九
c
I
七
四
〇
a
）

　
　
○
然
圓
教
肉
身
、
於
一
生
中
、
有
超
登
十
地
之
義
。
此
則
煩
悩

　
　
已
破
、
無
地
獄
業
、
猶
有
肉
身
、
未
免
悪
獣
。
蝕
教
肉
身
一
生

　
　
之
中
不
登
十
地
。
（
『
法
華
玄
義
』
巻
二
之
下
・
T
3
3
七
〇
二
a

　
　
l
b
）

　
ま
た
、
唐
の
玄
宗
朝
で
活
躍
し
た
一
行
は
、
『
大
日
経
疏
』
巻
一

に
お
い
て
、
「
入
真
言
門
」
の
三
事
（
身
密
門
・
語
密
門
・
心
密
門
）

に
よ
る
「
此
生
」
に
お
け
る
「
地
波
羅
蜜
」
の
満
足
を
語
っ
て
い
る
。

　
　
○
入
眞
言
門
略
有
三
事
。
一
者
身
密
門
、
二
者
語
密
門
、
三
者

　
　
心
密
門
。
…
…
行
者
以
此
三
方
便
自
浮
三
業
、
即
爲
如
來
三
蜜

　
　
之
所
加
持
、
乃
至
能
於
此
生
漏
足
地
波
羅
蜜
、
不
復
纒
歴
劫
撒

　
　
備
修
諸
封
治
行
。
（
『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
纒
疏
』
巻
一
・
T
3
9

　
　
五
七
九
b
－
c
）

　
上
に
見
て
き
た
澄
観
や
神
会
の
発
言
を
見
た
上
で
こ
う
し
た
発
言

を
み
る
と
、
中
国
で
仏
教
が
受
容
さ
れ
、
新
し
く
教
学
が
組
織
さ
れ

て
ゆ
く
過
程
で
、
目
前
の
「
一
生
」
と
悟
り
の
可
能
性
と
の
関
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　

が
一
つ
の
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
澄
観
以
前

の
唐
代
華
厳
教
学
の
担
い
手
も
当
然
こ
れ
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
智
假
に
お
い
て
疾
得
成
仏
（
『
孔
目
章
』
巻
四
）
や
一

念
成
仏
（
『
五
十
要
問
答
』
巻
上
）
が
論
議
さ
れ
、
そ
の
中
で
三
生

成
仏
の
枠
組
み
が
設
定
さ
れ
て
、
そ
こ
で
善
財
や
兜
率
天
子
の
コ

生
」
成
仏
が
語
ら
れ
た
こ
と
が
、
既
に
こ
う
し
た
問
題
圏
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
思
想
に
お
け
る
悟

り
や
行
位
の
設
定
と
い
う
根
本
構
造
が
基
本
的
に
類
同
の
も
の
で
あ
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る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
澄
観
の
示
し
た
モ
チ
ー
フ
は
、
彼
ら
の
上
ま

で
敷
術
し
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
と
い
え
る
。
た
だ
、
彼
ら
が
澄

観
ほ
ど
明
示
的
に
語
っ
て
い
な
い
以
上
、
そ
れ
は
一
種
の
推
測
に
留

ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
今
後
は
、
唐
代
華
厳
教
学
の
系
譜
と
と
も
に
、
更
に
広
い
視
野
の

も
と
で
、
こ
こ
に
示
し
た
澄
観
の
思
想
の
意
義
を
、
思
想
史
的
に
位

置
付
け
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
る
。

注
（
1
）
　
華
厳
学
派
の
成
仏
論
と
し
て
は
、
法
蔵
の
信
満
成
仏
が
有
名
で
あ

　
　
る
。
法
蔵
は
『
五
教
章
』
の
中
で
、
「
問
若
爾
慮
言
住
位
成
佛
、
何

　
　
名
信
満
。
答
由
信
成
故
。
是
故
是
行
佛
、
非
位
佛
也
」
（
『
華
厳
一
乗

　
　
教
義
分
斉
章
』
巻
三
・
T
4
5
六
九
〇
b
）
と
語
り
、
初
住
成
仏
で
は

　
　
な
く
、
信
満
成
仏
を
採
用
す
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
澄
観
は
、

　
　
法
蔵
の
よ
う
な
理
由
で
信
満
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
本
文

　
　
で
扱
っ
た
安
国
批
判
で
は
、
信
満
と
初
住
を
連
続
的
に
と
ら
え
て
と

　
　
も
に
『
大
乗
起
信
論
』
の
信
成
就
発
心
に
あ
て
て
い
る
。
そ
こ
で
、

　
　
本
稿
で
は
「
信
満
或
い
は
初
住
に
お
け
る
成
仏
」
と
い
う
よ
う
な
表

　
　
現
を
用
い
る
。
こ
こ
で
の
「
或
い
は
」
は
、
ふ
た
つ
が
実
質
的
に
重

　
　
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
法
蔵
の
信
満
成
仏
の

　
　
特
徴
に
つ
い
て
は
、
吉
津
宜
英
『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
（
一
九

　
　
九
一
）
三
七
六
－
四
一
七
頁
を
参
照
。
ま
た
、
中
国
に
お
け
る
菩
薩

　
　
階
位
説
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
水
野
弘
元
「
五
十
二
位
等
の
菩
薩
階

　
　
位
説
」
（
『
仏
教
学
』
1
8
・
一
九
八
四
）
参
照
。

（
2
）
　
鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
（
一
九
六
五
）
四
八
二

　
　
ー
四
頁
参
照
。
本
稿
は
同
氏
「
澄
観
に
お
け
る
禅
思
想
の
形
成
　
牛

　
　
頭
禅
の
相
承
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
1
8
・
一
九
六
一
）
に
も
と

　
　
つ
く
。

（
3
）
　
こ
こ
で
す
べ
て
の
用
例
を
挙
げ
て
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

　
　
一
、
二
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
た
と
え
ば
『
疏
』
巻
三
十
一
に
は
、

　
　
次
の
よ
う
に
い
う
。

〇
四
究
寛
如
虚
空
書
未
來
際
、
是
因
善
決
定
。
此
有
二
種
。
一
成
無

常
愛
果
因
。
是
因
如
虚
空
、
依
是
生
諸
色
、
色
不
蓋
故
。
二
常
果
因
。

得
浬
葉
道
故
。
故
纏
云
壷
未
來
際
。
有
繹
云
、
一
爲
生
因
、
生
菩
提

有
爲
果
故
。
二
爲
了
因
、
了
浬
繋
無
爲
果
故
。
此
順
法
相
、
不
順
纒

宗
。
以
経
宗
常
與
無
常
非
一
異
故
。
（
T
3
5
七
四
二
c
）

　
こ
れ
は
、
『
経
』
の
十
地
品
之
一
に
、
「
爾
時
十
方
諸
佛
、
各
伸
右

手
、
摩
金
剛
藏
菩
薩
頂
。
摩
頂
已
、
金
剛
藏
菩
薩
、
從
三
昧
起
、
普

告
一
切
菩
薩
衆
言
、
諸
佛
子
、
諸
菩
薩
願
善
決
定
無
雑
、
不
可
見
。

廣
大
如
法
界
、
究
寛
如
虚
空
、
蓋
未
來
際
、
遍
一
切
佛
刹
、
救
護
一

切
衆
生
、
爲
一
切
諸
佛
所
護
、
入
過
去
未
來
現
在
諸
佛
智
地
」
（
巻

三
十
四
・
T
1
0
一
七
九
b
）
と
あ
る
、
「
究
寛
如
虚
空
、
壷
未
來
際
」

を
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
澄
観
は
「
因
善
決
定
」
を
説
い
た

も
の
と
み
る
。
そ
し
て
、
菩
提
有
為
の
果
を
生
ず
る
生
因
と
、
浬
葉

無
為
の
果
を
了
す
る
了
因
に
分
け
て
み
る
有
人
釈
を
挙
げ
て
、
常
と

無
常
を
非
一
異
と
み
る
「
経
宗
」
と
は
異
な
る
も
の
で
、
「
法
相
」

に
順
う
見
方
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
経
宗
」
は
「
法
相
」

と
対
比
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
「
経
宗
」
が
「
禅
宗
」
と
対
比
さ
せ
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
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る
。
十
通
品
に
つ
け
ら
れ
た
『
紗
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
疏
、
亦
非
心
定
下
、
第
三
遮
救
重
掠
。
恐
彼
救
云
、
心
想
雛
滅
、

定
前
加
行
、
令
身
起
用
、
故
今
棟
之
。
亦
非
我
宗
。
心
正
在
定
、
不

能
起
故
。
此
遮
法
相
。
次
言
亦
非
濁
明
定
散
讐
絶
者
、
此
遮
繹
宗
。

止
観
爾
亡
、
不
定
不
齪
、
約
理
頓
明
、
亦
頓
教
意
、
故
非
纒
宗
。
但

事
理
下
、
方
顯
正
義
。
契
無
擬
之
理
故
、
得
定
散
自
在
。
（
巻
七
十

四
・
T
3
6
五
八
六
c
）

　
こ
れ
は
、
『
経
』
の
十
通
品
に
「
佛
子
。
菩
薩
摩
詞
薩
、
以
一
切

法
滅
蓋
三
昧
智
通
、
於
念
念
中
、
入
一
切
法
滅
番
三
昧
、
亦
不
退
菩

薩
道
、
不
捨
菩
薩
事
、
不
捨
大
慈
大
悲
心
、
修
習
波
羅
蜜
、
未
嘗
休

息
」
（
巻
四
十
四
・
T
1
0
二
三
一
c
）
の
「
一
切
法
滅
尽
」
に
つ
け

た
『
疏
』
、

○
云
一
切
法
滅
盤
者
、
謂
五
聚
之
法
皆
當
罷
寂
滅
故
。
斯
即
理
滅
、

不
同
鯨
宗
滅
定
但
明
事
滅
、
唯
滅
六
七
心
心
所
法
、
不
滅
第
八
等
。

但
事
滅
故
、
不
能
即
定
而
用
。
謹
理
滅
故
、
定
散
無
礫
。
由
即
事
而

理
故
不
磯
滅
、
即
理
而
事
故
不
擬
用
。
是
以
文
云
、
雛
念
念
入
而
不

屡
菩
薩
道
等
。
亦
非
心
定
而
身
起
用
。
亦
不
猫
明
定
散
讐
絶
。
但
是

事
理
無
磯
故
。
（
巻
四
十
六
・
T
3
5
八
五
二
a
）

　
の
最
後
の
と
こ
ろ
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
疏
』
の
文

脈
と
し
て
は
、
「
余
宗
」
の
滅
尽
定
は
、
第
六
・
七
識
の
心
・
心
所

を
滅
す
る
だ
け
で
第
八
識
は
残
っ
て
い
る
事
滅
な
の
で
、
定
散
自
在

と
は
行
か
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
五
聚
の
法
が
当
体
で
滅
す
る
理

滅
は
定
散
無
擬
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
心
は
定
だ

が
、
身
は
起
用
す
る
と
い
う
の
で
も
な
い
し
、
定
散
ど
ち
ら
も
絶
す

る
と
い
う
の
で
も
な
く
、
事
理
無
磯
な
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
上
の
『
紗
』
は
、
ま
ず
こ
の
心
は
定
だ
が
身
は
起
用
す
る
と
い
う

　
　
の
は
、
「
法
相
」
で
あ
っ
て
「
我
宗
」
で
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
定

　
　
散
ど
ち
ら
も
絶
す
る
と
い
う
の
は
、
「
禅
宗
」
　
・
「
頓
教
」
で
あ
っ

　
　
て
「
経
宗
」
で
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
正
義
は
無
磯
之
理
に
契
す
る

　
　
こ
と
に
よ
り
定
散
自
在
と
み
る
こ
と
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

　
　
こ
の
「
砂
』
で
は
確
か
に
「
経
宗
」
は
「
禅
宗
」
と
対
比
さ
せ
ら
れ

　
　
て
い
る
も
の
の
、
同
時
に
そ
の
「
経
宗
」
と
ほ
ぼ
文
脈
的
に
同
義
の

　
　
「
我
宗
」
が
一
方
で
「
法
相
」
と
対
比
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

　
　
一
方
に
「
法
相
」
、
　
一
方
に
「
禅
宗
」
を
睨
み
な
が
ら
、
殆
ど
同
義

　
　
語
と
し
て
「
我
宗
」
と
「
経
宗
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

　
　
事
例
か
ら
見
る
と
、
澄
観
の
用
い
る
「
経
宗
」
と
は
、
「
禅
宗
」
と

　
　
一
義
的
に
対
比
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
「
法
相
」
「
禅
宗
」
な
ど

　
　
「
余
宗
」
と
幅
広
く
対
比
さ
れ
る
概
念
で
あ
り
、
『
華
厳
経
』
の
宗
、

　
　
『
華
厳
経
』
の
中
心
教
理
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
も
の
で
あ
る
と

　
　
判
断
さ
れ
る
。

　
　
　
な
お
、
澄
観
は
「
華
－
厳
宗
」
と
い
う
用
語
を
始
め
て
用
い
た
人
物

　
　
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
「
華
厳
宗
」
と
い
う
の
も
、
「
経
宗
」
と
同
じ

　
　
く
『
華
厳
経
』
の
中
心
教
理
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
吉
津
宜
英
『
華
厳
禅
の
思
想
史
的
研
究
』
（
一
九
八
五
）
一
六
頁
注

　
　
（
1
）
参
照
。
ま
た
吉
津
宜
英
氏
は
、
「
禅
宗
」
の
登
場
を
、
「
宗
」

　
　
の
立
場
と
し
て
把
握
し
、
「
教
」
の
立
場
と
の
緊
張
関
係
に
お
い
て

　
　
と
ら
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
澄
観
の
「
宗
」
概
念
が
、
「
宗
」
を
「
教
」

　
　
の
も
と
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
宗
」
の
立
場
と
し
て
の

　
　
「
禅
宗
」
を
押
さ
え
込
も
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
同

　
　
書
一
九
一
－
二
六
七
頁
参
照
。

（
4
）
　
神
秀
の
『
華
厳
経
疏
』
に
つ
い
て
は
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ォ
ー
ル

　
　
「
神
秀
と
華
厳
経
」
（
『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
1
5
・
一
九
八
八
）
、
吉
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津
宜
英
「
神
秀
の
華
厳
経
疏
に
つ
い
て
」
（
『
宗
学
研
究
』
2
4
・
一
九

　
　
八
二
）
参
照
。

（
5
）
　
高
峯
了
州
「
華
厳
と
禅
と
の
通
路
』
（
一
九
五
六
）
第
二
部
、
田

　
　
中
良
昭
「
初
期
禅
宗
と
華
厳
－
灯
史
・
語
録
篇
1
」
（
鎌
田
茂
雄
博

　
　
士
古
希
記
念
会
編
『
華
厳
論
集
』
一
九
九
七
所
収
）
参
照
。

（
6
）
　
玄
挺
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
宇
井
伯
寿
「
牛
頭
法
融
と
其
伝
統
」

　
　
（
『
日
華
仏
教
研
究
会
年
報
』
2
・
一
九
三
七
、
の
ち
『
禅
宗
史
研
究
』

　
　
一
九
三
九
、
所
収
）
、
鎌
田
茂
雄
「
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
四

　
　
八
三
頁
、
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
四
（
T
5
1
二
二
九
b
）
、
『
宗
門
聯
灯

　
　
会
要
』
巻
二
（
大
日
本
続
蔵
経
第
7
9
巻
二
三
三
a
）
、
『
五
灯
会
元
』

　
　
巻
二
（
中
華
書
局
本
・
上
二
三
頁
）
等
参
照
。

（
7
）
　
安
国
寺
利
渉
と
そ
の
著
作
な
ど
に
つ
い
て
は
、
牧
田
諦
亮
「
唐
長

　
　
安
大
安
国
寺
利
渉
と
そ
の
勧
善
文
」
（
『
中
国
仏
教
史
研
究
　
第
一
』

　
　
一
九
八
一
）
、
小
寺
文
頴
「
凝
然
大
徳
に
み
ら
れ
る
利
渉
戒
疏
」

　
　
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
2
2
1
2
・
一
九
七
四
）
参
照
。

（
8
）
　
三
明
教
膣
者
、
依
渉
法
師
説
、
出
纒
教
膿
云
、
一
切
聖
教
四
法
爲

　
　
膿
、
名
句
文
身
、
語
爲
性
故
。
以
先
慣
習
、
相
領
解
故
。
此
爲
四
聞

　
　
持
流
布
、
令
法
久
住
故
。
然
此
法
依
六
庭
轄
。
一
者
依
法
、
謂
十
二

　
　
分
教
故
。
二
者
依
義
、
随
位
相
故
。
三
者
依
彼
時
、
説
去
來
今
自
他

　
　
事
故
。
四
者
依
庭
、
要
在
世
界
國
城
故
。
五
者
依
敷
、
一
十
百
千
至

　
　
微
塵
故
。
六
者
依
彼
補
特
伽
羅
、
説
有
佛
持
故
。
由
斯
六
庭
、
得
有

　
　
正
法
久
住
。
補
特
伽
羅
者
、
此
云
敷
取
趣
。
上
依
渉
法
師
立
教
膿
寛
。

　
　
今
（
通
玄
）
以
自
管
閾
、
依
此
大
方
廣
佛
華
嚴
経
、
立
其
十
種
教
膿
、

　
　
廣
乃
無
孟
。
（
『
新
華
厳
経
論
』
巻
八
・
T
3
6
七
七
一
b
）

（
9
）
　
『
宋
高
僧
伝
』
巻
四
（
T
5
0
七
二
七
b
I
c
）
。
元
康
の
著
作
に
つ

　
　
い
て
は
、
伊
藤
隆
寿
「
唐
の
元
康
に
つ
い
て
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研

　
　
究
』
2
9
1
1
・
一
九
八
〇
）
参
照
。

（
1
0
）
　
世
親
著
・
菩
提
留
支
等
訳
『
妙
法
蓮
華
纒
憂
波
提
舎
』
巻
下
（
T

　
　
2
6
九
a
）
、
同
・
勒
那
摩
提
等
訳
『
妙
法
蓮
華
纒
憂
波
提
舎
』
（
T
2
6

　
　
一
八
b
）
参
照
。
両
訳
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
澄
観
は
両
訳
の
特
徴
を

　
　
合
わ
せ
た
形
で
引
用
し
て
い
る
。
『
法
華
論
』
の
有
名
な
こ
の
箇
所

　
　
は
、
中
国
に
お
け
る
一
切
皆
成
仏
と
一
分
不
成
仏
を
巡
る
議
論
の
一

　
　
焦
点
で
あ
っ
た
。
浄
影
寺
慧
遠
・
智
顕
（
灌
頂
）
・
基
・
法
蔵
の
四

　
　
種
声
聞
を
め
ぐ
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
奥
野
光
賢
『
仏
性
思
想
の
展

　
　
開
－
吉
蔵
を
中
心
と
し
た
『
法
華
論
』
受
容
史
』
（
二
〇
〇
二
）
三

　
　
一
－
二
頁
注
（
3
9
）
に
列
挙
し
て
あ
る
。
澄
観
の
見
方
は
、
法
蔵
の

　
　
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
上
（
T
4
4
二
四
四
c
）
を
継
承
し
た
も
の

　
　
で
あ
る
。
基
の
立
場
に
関
し
て
は
橘
川
智
昭
「
慈
恩
教
学
に
お
け
る

　
　
法
華
経
観
」
（
『
仏
教
学
』
4
4
・
二
〇
〇
二
）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
近

　
　
年
吉
蔵
の
こ
の
箇
所
に
対
す
る
解
釈
を
巡
っ
て
、
一
切
皆
成
と
見
る

　
　
か
一
分
不
成
と
見
る
か
で
議
論
が
あ
る
。
奥
野
前
掲
書
、
特
に
九
五

　
　
i
一
七
一
頁
、
末
光
愛
正
「
吉
蔵
の
成
仏
不
成
仏
観
」
1
－
1
0
（
『
駒

　
　
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
4
5
・
4
6
・
4
8
・
4
9
・
5
0
／
一
九
八
七

　
　
ー
一
九
九
二
、
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集
』
1
8
・
1
9
・
2
0
・
2
1
・

　
　
2
2
／
一
九
八
八
1
一
九
九
一
）
、
「
吉
蔵
の
法
華
経
観
」
（
『
平
井
俊
栄

　
　
博
士
古
稀
記
念
論
集
二
二
論
教
学
と
仏
教
諸
思
想
』
二
〇
〇
〇
）
参

　
　
照
。

（
1
1
）
　
湛
然
の
『
法
華
文
句
記
』
で
は
、
随
処
で
「
渉
公
」
「
渉
法
師
」

　
　
の
呼
称
で
利
渉
の
『
法
華
経
』
解
釈
に
批
判
を
加
え
て
お
り
、
湛
然

　
　
の
主
要
論
敵
の
一
人
で
あ
る
。
同
書
巻
第
十
（
下
）
（
T
3
4
三
五
〇

　
　
b
）
で
は
利
渉
は
安
国
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
安
藤
俊
雄
氏
に
よ
れ

　
　
ば
、
利
渉
に
は
『
法
華
疏
』
四
巻
が
あ
っ
た
。
湛
然
の
利
渉
批
判
に
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つ
い
て
は
、
同
氏
『
天
台
学
ー
根
本
思
想
と
そ
の
展
開
』
（
一
九
六

　
　
八
）
三
〇
四
・
三
〇
七
頁
参
照
。

（
1
2
）
　
小
寺
文
頴
前
掲
論
文
参
照
。

（
1
3
）
　
現
量
／
非
量
、
分
別
変
、
帯
質
境
、
本
質
に
つ
い
て
は
、
深
浦
正

　
　
文
「
唯
識
学
研
究
　
下
巻
　
教
義
論
』
（
一
九
五
四
）
の
三
四
七
－

　
　
三
五
二
頁
、
四
四
三
－
五
頁
、
四
六
四
1
五
頁
、
一
九
四
頁
を
そ
れ

　
　
ぞ
れ
参
照
し
た
。

（
1
4
）
　
深
浦
正
文
『
唯
識
学
研
究
　
下
巻
　
教
義
論
』
一
二
頁
、
結
城
令

　
　
聞
「
唯
識
典
籍
志
』
（
一
九
六
二
）
二
六
頁
参
照
。
な
お
、
『
密
厳
経
』

　
　
が
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
な
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
が
、
大
正
蔵
に
収

　
　
あ
ら
れ
た
『
密
厳
経
』
に
は
こ
こ
に
引
く
文
言
は
み
え
な
い
。

（
1
5
）
　
こ
の
経
文
は
、
他
に
基
の
「
成
唯
識
論
述
記
』
巻
一
本
（
T
4
3
二

　
　
三
七
b
）
、
『
成
唯
識
論
掌
中
枢
要
』
巻
下
末
（
T
4
3
六
五
二
c
）
に

　
　
も
引
用
さ
れ
る
。

（
1
6
）
　
澄
観
の
『
砂
』
に
よ
れ
ば
、
『
疏
』
の
巻
十
に
み
え
る
「
樗
伽
纏

　
　
云
、
如
來
藏
識
、
頓
現
一
切
身
器
」
（
T
3
5
五
七
一
c
）
の
表
現
は
、

　
　
四
巻
『
榜
伽
経
』
の
「
讐
如
藏
識
頓
分
別
知
自
心
現
及
身
安
立
受
用

　
　
境
界
」
（
T
1
6
四
七
六
a
）
を
ふ
ま
え
た
も
の
と
さ
れ
る
（
『
紗
』
巻

　
　
二
十
五
・
T
3
6
一
八
八
c
）
。
と
な
れ
ば
、
安
国
の
も
の
も
同
様
に

　
　
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

（
1
7
）
　
多
田
修
「
基
に
お
け
る
仏
性
・
如
来
蔵
解
釈
」
（
「
印
度
学
仏
教
学

　
　
研
究
』
5
2
1
2
・
二
〇
〇
二
）
参
照
。

（
1
8
）
　
地
論
学
派
・
摂
論
学
派
が
阿
黎
耶
識
を
如
来
蔵
と
見
て
い
た
こ
と

　
　
に
つ
い
て
は
、
吉
村
誠
「
中
国
唯
識
学
派
の
展
開
」
（
福
井
文
雅
編

　
　
『
東
方
学
の
新
視
点
』
二
〇
〇
三
所
収
）
参
照
。
ま
た
深
浦
正
文

　
　
『
唯
識
学
研
究
　
上
巻
　
教
史
論
』
一
九
五
四
・
二
〇
ニ
ー
四
頁
、

　
　
勝
又
俊
教
『
仏
教
に
お
け
る
心
識
説
の
研
究
』
一
九
六
一
・
六
五
七

　
　
－
六
八
一
頁
、
竹
村
牧
男
「
地
論
宗
と
『
大
乗
起
信
論
』
」
（
平
川
彰

　
　
編
『
如
来
蔵
と
大
乗
起
信
論
』
一
九
九
〇
）
参
照
。

（
1
9
）
　
高
麗
義
天
の
『
新
編
諸
宗
教
藏
総
録
』
の
『
榜
伽
経
』
の
項
に
、

　
　
「
疏
三
巻
（
有
云
唐
三
藏
述
或
云
陽
法
師
解
、
鷹
是
安
國
寺
利
防
所

　
　
述
、
待
勘
）
」
（
T
5
5
＝
六
九
b
）
と
あ
る
。

（
2
0
）
　
六
八
一
年
に
『
十
門
辮
惑
論
』
を
書
き
、
六
九
九
年
に
完
成
し

　
　
た
実
叉
難
陀
の
八
十
巻
『
華
厳
経
』
訳
出
に
も
参
加
し
た
復
礼
は
、

　
　
『
真
妄
頒
』
を
作
成
し
て
、
天
下
の
学
士
に
唱
和
を
求
め
た
と
伝
え

　
　
ら
れ
る
（
『
宋
高
僧
伝
』
巻
十
七
・
唐
京
兆
大
興
善
寺
復
礼
伝
）
。
そ

　
　
の
頒
は
、
澄
観
の
『
紗
』
の
巻
五
十
八
（
T
3
6
一
八
八
c
）
に
澄
観

　
　
の
答
頒
と
と
も
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
○
眞
法
性
本
浮
、
妄
念
何
由
起
。
許
妄
從
眞
生
、
此
妄
安
可
止
。
無

　
　
初
則
無
末
、
有
終
磨
有
始
。
無
始
而
有
終
、
長
懐
憎
斯
理
。
願
爲
開

　
　
秘
密
、
析
之
出
生
死
。

　
　
　
最
後
の
句
の
「
析
」
は
宗
密
の
『
円
覚
経
略
疏
紗
』
巻
七
、
『
円

　
　
覚
経
大
疏
砂
』
巻
六
之
上
な
ど
の
引
用
で
は
「
祈
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
こ
こ
で
は
こ
ち
ら
に
従
っ
て
お
く
。
書
き
下
し
て
み
る
と
、
以
下
の

　
　
通
り
に
な
る
。

　
　
○
真
性
は
性
本
浄
な
り
、
妄
念
は
何
に
由
り
て
起
こ
る
や
。
妄
の
真

　
　
よ
り
生
ず
る
を
許
せ
ば
、
此
の
妄
い
ず
く
ん
ぞ
止
む
べ
け
ん
や
。
初

　
　
め
無
け
れ
ば
則
ち
末
無
く
、
終
わ
り
有
れ
ば
応
に
始
め
有
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
コ
リ

　
　
始
め
無
く
し
て
終
わ
り
有
る
や
、
長
く
斯
の
理
に
惜
き
を
懐
う
。
願

　
　
わ
く
は
為
に
秘
密
を
開
い
て
、
之
を
祈
る
は
生
死
を
出
つ
る
こ
と
な

　
　
り
。

　
　
　
つ
ま
り
、
真
性
が
本
浄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
実
際
に
妄
念
が
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存
在
す
る
と
い
う
矛
盾
し
た
事
態
を
踏
ま
え
て
、
妄
念
の
起
源
と
消

滅
可
能
性
に
つ
い
て
、
明
快
な
回
答
を
寄
せ
ら
れ
た
し
、
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
利
渉
も
答
頒
を
寄
せ
た
こ
と
が
、

宗
密
の
『
円
覚
経
略
疏
砂
』
巻
七
、
『
円
覚
経
大
疏
鋤
』
巻
六
之
上

の
引
用
か
ら
知
ら
れ
る
。
利
渉
の
答
頒
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
眞
法
性
本
浮
、
妄
復
何
曾
起
。
妄
不
從
眞
生
、
無
妄
何
所
止
。
既

許
無
初
末
、
寧
容
責
終
始
。
無
始
復
無
終
、
誰
當
悟
雄
理
。
胡
不
趣

無
生
、
乃
云
祈
生
死
。
（
『
円
覚
経
大
疏
紗
』
巻
六
之
上
・
新
纂
大
日

本
続
蔵
経
第
9
巻
五
八
五
a
I
c
）

　
書
き
下
し
て
み
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

○
真
法
は
性
本
浄
な
り
、
妄
は
復
た
何
ぞ
曽
て
起
こ
ら
ん
や
。
妄
は

真
よ
り
生
ぜ
ず
、
妄
無
け
れ
ば
何
の
止
む
る
所
ぞ
。
既
に
初
末
無
き

を
許
せ
ば
、
寧
ぞ
終
始
を
責
む
る
べ
け
ん
や
。
無
始
に
し
て
復
た
無

　
　
だ
　
れ

終
、
誰
当
か
戴
の
理
に
憎
か
ら
ん
や
。
胡
ん
ぞ
無
生
に
趣
か
ず
じ
て
、

乃
ち
生
死
を
祈
る
と
云
う
や
。

　
こ
こ
で
は
、
利
渉
は
ま
ず
真
性
は
本
浄
で
あ
る
か
ら
、
妄
は
そ
こ

か
ら
生
じ
て
い
な
い
、
と
み
る
。
そ
こ
か
ら
、
妄
が
無
い
と
み
る
な

ら
、
妄
を
止
め
る
と
い
う
問
題
そ
の
も
の
が
消
滅
す
る
、
と
い
う
。

一
方
、
妄
が
無
初
無
末
で
存
在
し
て
い
る
と
み
る
な
ら
、
終
始
の
問

題
は
、
無
始
無
終
と
い
う
こ
と
に
し
か
な
り
え
な
い
、
と
い
う
。
そ

こ
で
、
生
死
を
出
で
た
い
な
ど
と
い
っ
て
な
い
で
、
無
生
の
立
場
を

志
向
す
べ
し
、
と
結
ぶ
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
の
利
渉
の
立
場
を
、
復
礼
の
質
問
と
、
諸
家
の
回
答
を
検
討

さ
れ
た
鎌
田
茂
雄
氏
は
、
こ
の
利
渉
の
立
場
は
、
真
妄
交
徹
を
み
と

め
な
い
法
相
宗
の
立
場
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
（
鎌
田
前
掲
書
五
二
五

－
五
三
一
頁
）
。
確
か
に
利
渉
は
真
性
か
ら
の
妄
念
の
発
生
を
認
め

　
　
て
い
な
い
。
た
だ
、
そ
の
先
で
彼
は
、
妄
が
真
か
ら
生
じ
な
け
れ
ば
、

　
　
妄
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
止
め
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
無
意
味
と
な

　
　
る
、
と
か
、
無
初
末
で
あ
れ
ば
、
無
始
終
に
決
ま
っ
て
い
る
、
と
い

　
　
っ
て
、
む
し
ろ
無
生
の
立
場
に
向
か
え
、
と
い
う
。
こ
の
論
調
は
、

　
　
妄
は
有
為
の
領
域
の
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
仏
果
に
至
っ
て
完
全
に

　
　
消
滅
す
る
無
始
有
終
の
も
の
、
と
す
る
「
法
相
宗
」
の
標
準
的
理
解

　
　
と
は
、
距
離
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
1
）
　
法
蔵
の
『
探
玄
記
』
で
は
、
賢
首
品
の
初
発
心
を
信
の
終
わ
り
に

　
　
約
し
て
捉
え
て
、
梵
行
品
・
初
発
心
功
徳
品
の
初
発
心
と
同
一
と
す

　
　
る
（
『
探
玄
記
』
巻
四
・
T
3
5
一
八
七
a
）
。
慧
苑
は
賢
首
品
の
初
発

　
　
心
は
信
終
だ
と
し
、
十
信
の
始
め
は
発
心
が
あ
っ
て
も
正
発
で
は
な

　
　
い
か
ら
と
し
て
、
十
信
初
心
を
含
め
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る

　
　
（
『
刊
定
記
』
巻
四
・
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
第
3
巻
六
五
二
b
）
。
と

　
　
こ
ろ
が
澄
観
は
慧
苑
が
「
軽
毛
」
（
『
仏
説
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻

　
　
下
の
「
善
男
子
、
習
忍
以
前
行
十
善
菩
薩
、
有
退
有
進
、
讐
如
軽
毛
、

　
　
随
風
東
西
、
是
諸
菩
薩
、
亦
復
如
是
」
（
T
8
八
三
一
b
）
に
も
と

　
　
つ
く
）
の
よ
う
だ
と
し
て
否
定
し
て
い
た
、
十
信
の
始
め
の
発
心
を
、

　
　
「
輕
毛
の
如
し
と
錐
も
、
功
は
初
葺
に
帰
す
故
」
（
錐
輕
毛
功
蹄
初
篶

　
　
故
。
『
疏
』
巻
一
六
・
T
3
5
六
一
八
b
）
と
い
っ
て
凡
夫
の
最
初
の

　
　
発
心
も
含
む
、
と
す
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ば
そ
の
範
囲
を
下
位
に
向

　
　
か
っ
て
広
げ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
2
2
）
　
『
大
乗
起
信
論
』
（
T
3
2
五
八
〇
b
）
。

（
2
3
）
　
言
成
就
登
心
者
十
信
以
上
也
、
解
行
登
心
者
解
行
以
上
也
、
讃
登

　
　
心
者
初
地
以
上
也
。
（
浄
影
寺
慧
遠
『
大
乗
起
信
論
義
疏
』
・
T
4
3
一

　
　
九
九
a
）
。
元
暁
・
法
蔵
の
解
釈
は
、
澄
観
と
同
じ
で
あ
る
。
『
大
乗

　
　
起
信
論
疏
』
巻
上
（
T
4
4
二
一
九
c
）
、
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
巻
下
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末
（
T
4
4
二
七
八
a
）
、
『
大
乗
起
信
論
別
記
』
（
T
4
4
二
九
〇
b
）

　
　
な
ど
を
参
照
。
慧
苑
は
賢
首
品
の
初
発
心
を
信
満
と
し
て
信
成
就
発

　
　
心
、
初
発
心
功
徳
品
の
初
発
心
を
初
住
と
し
て
解
行
発
心
と
し
て
い

　
　
る
。
『
刊
定
記
』
巻
四
（
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
第
3
巻
六
五
二
頁
b
）

　
　
及
び
巻
五
宍
七
五
頁
b
）
参
照
。
李
通
玄
は
、
『
起
信
論
』
の
三

　
　
種
発
心
は
三
乗
だ
と
し
て
、
一
乗
の
発
心
と
対
比
的
に
と
ら
え
て
い

　
　
る
。
『
新
華
厳
経
論
』
巻
十
六
（
T
3
6
八
二
五
a
I
c
）
参
照
。

（
2
4
）
　
こ
れ
は
、
『
紗
』
で
わ
か
り
や
す
い
と
し
て
説
明
し
て
い
な
い
が
、

　
　
『
経
』
の
入
法
界
品
に
「
善
男
子
。
讐
如
一
燈
入
於
闇
室
、
百
千
年

　
　
闇
悉
能
破
蓋
、
菩
薩
摩
詞
薩
菩
提
心
燈
、
亦
復
如
是
。
入
於
衆
生
心

　
　
室
之
内
、
百
千
萬
億
不
可
説
劫
諸
業
煩
悩
種
種
闇
障
、
悉
能
除
壷
。
」

　
　
（
巻
七
十
八
・
T
1
0
四
三
二
c
）
と
あ
る
の
に
も
と
づ
こ
う
。

（
2
5
）
　
引
用
文
に
、
「
生
家
有
六
、
如
法
界
品
」
と
あ
る
の
は
、
『
経
』
の

　
　
入
法
界
品
（
巻
七
十
四
）
で
、
第
九
地
に
配
当
さ
れ
る
嵐
毘
尼
林
妙

　
　
徳
神
が
「
生
如
來
家
」
に
つ
い
て
語
る
と
こ
ろ
に
付
し
た
『
疏
』
を

　
　
敷
術
し
た
『
紗
』
の
以
下
の
記
述
を
踏
ま
え
る
。

　
　
　
疏
、
亦
初
住
生
家
者
、
恐
人
誤
爲
初
地
生
家
。
然
其
生
家
略
有
六

　
　
位
。
一
初
住
生
菩
提
心
家
、
二
四
住
生
聖
教
家
、
三
初
地
生
眞
如
家
、

　
　
四
四
地
約
寄
位
生
出
世
家
、
五
八
地
生
無
生
法
忍
家
、
六
如
來
地
究

　
　
寛
生
家
。
今
是
初
住
即
第
一
生
菩
提
心
家
。
（
『
紗
』
巻
八
十
八
・
T

　
　
3
6
六
八
四
c
）

（
2
6
）
　
『
大
乗
義
章
』
巻
十
一
・
人
四
依
義
に
も
、
「
有
人
出
世
具
煩
悩
者
、

　
　
所
謂
地
前
種
性
解
行
内
凡
人
也
」
（
T
4
4
六
七
七
a
）
と
あ
る
。
こ

　
　
の
「
種
性
解
行
地
人
」
が
十
　
向
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

　
　
て
は
、
注
（
3
1
）
所
引
の
『
浬
繋
経
義
記
』
巻
五
の
記
述
、
及
び

　
　
『
大
乗
義
章
』
巻
九
・
T
4
4
六
五
一
a
の
記
述
を
参
照
。

（
2
7
）
　
こ
う
し
た
中
国
の
事
例
を
引
い
て
頓
悟
の
可
能
性
を
裏
づ
け
よ
う

　
　
と
し
た
前
例
に
、
神
会
の
発
言
が
あ
る
。

　
　
○
出
世
而
有
不
思
議
事
、
聞
説
者
即
生
驚
疑
。
今
見
在
世
不
思
議
事

　
　
有
頓
者
、
信
否
。
問
日
、
其
義
云
何
。
願
示
其
要
。
答
日
、
如
周
太

　
　
公
、
股
傅
説
、
皆
竿
釣
板
築
、
而
簡
在
帝
心
、
起
自
匹
夫
、
爲
頓
登

　
　
台
輔
、
宣
不
是
世
間
不
思
議
之
事
。
出
世
不
思
議
者
、
衆
生
心
中
、

　
　
具
足
貧
愛
無
明
宛
然
者
、
但
遇
真
正
善
知
識
、
一
念
相
鷹
、
便
成
正

　
　
畳
、
豊
不
是
出
世
不
可
思
議
事
。
（
楊
曽
文
編
校
『
神
会
和
尚
禅
話

　
　
録
』
八
〇
頁
）

（
2
8
）
　
た
と
え
ば
、
『
経
』
の
如
来
名
号
品
（
巻
十
二
）
に
、
世
尊
と
と

　
　
も
に
い
る
菩
薩
た
ち
が
「
一
生
補
処
」
で
あ
る
、
と
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
こ
れ
に
ち
な
ん
で
『
疏
』
で
は
、
『
探
玄
記
』
（
巻
四
。
T
3
5
一
六
八

　
　
a
。
慧
苑
『
刊
定
記
』
の
当
該
部
分
は
散
逸
）
を
受
け
て
、
次
の
よ

　
　
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
言
一
生
者
、
繹
有
二
義
。
　
一
約
化
相
、
謂
如

　
　
彌
勒
。
此
復
有
三
。
一
人
中
一
生
、
二
天
上
一
生
、
三
下
降
一
生
、

　
　
正
取
天
中
。
二
約
實
報
一
生
、
謂
於
四
種
攣
易
生
死
中
、
唯
有
末
後

　
　
一
種
、
名
無
有
生
死
、
一
位
所
繋
。
此
文
多
約
化
相
耳
。
」
（
『
疏
』

　
　
巻
十
二
・
T
3
5
五
八
九
a
）
ま
た
、
『
砂
』
巻
二
十
八
（
T
3
6
二
一

　
　
〇
C
I
一
＝
一
a
）
参
照
。
な
お
、
李
通
玄
は
、
こ
の
「
一
生
補
処
」

　
　
に
注
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
る
。
「
莫
不
皆
是
一
生
補
庭
者
、
皆
十

　
　
地
菩
薩
故
、
爲
十
地
纒
等
畳
位
中
、
普
賢
位
熟
、
道
満
功
終
、
方
登

　
　
佛
果
、
故
名
一
生
也
。
如
理
略
本
業
纒
説
。
又
從
初
爽
心
住
、
亦
名

　
　
一
生
菩
薩
、
以
初
見
性
根
本
智
、
不
見
有
生
前
後
際
故
、
名
爲
一
生
。
」

　
　
（
『
新
華
厳
経
論
』
巻
十
四
・
T
3
6
八
一
〇
c
ー
八
一
一
a
）
こ
こ
で

　
　
は
、
十
地
か
ら
等
覚
を
経
て
仏
果
に
登
る
の
で
、
十
地
の
菩
薩
を
い

　
　
う
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
一
解
と
し
て
、
初
住
以
降
は
「
一
生
」
菩
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薩
と
い
え
る
と
し
、
根
本
智
を
見
て
、
時
間
的
先
後
を
見
な
い
こ
と

　
　
を
「
一
生
」
と
い
う
と
す
る
、
独
自
な
「
一
生
」
解
釈
を
も
示
し
て

　
　
い
る
。

（
2
9
）
　
三
生
成
仏
説
に
つ
い
て
は
、
石
井
教
道
『
華
厳
教
学
成
立
史
』

　
　
（
一
九
六
四
）
四
二
三
ー
五
頁
、
吉
津
宜
英
『
華
厳
禅
の
思
想
史
的

　
　
研
究
』
（
一
九
八
五
）
九
五
－
六
頁
参
照
。

（
3
0
）
　
『
五
教
章
』
巻
四
に
は
ま
た
、
「
令
言
作
佛
者
、
但
從
初
見
聞
已
去
、

　
　
乃
至
第
二
生
即
成
解
行
、
解
行
終
心
因
位
窮
満
者
、
於
第
三
生
即
得

　
　
彼
究
寛
自
在
圓
融
果
　
」
（
T
4
5
五
〇
五
c
）
と
も
い
う
。
な
お
、

　
　
慧
苑
『
刊
定
記
』
の
現
存
部
分
に
は
三
生
成
仏
に
つ
い
て
論
じ
た
箇

　
　
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
李
通
玄
は
三
生
成
仏
を
認
め
な
が
ら
も
、
注

　
　
（
2
8
）
に
も
記
し
た
如
き
、
無
時
間
性
に
悟
入
す
る
と
い
う
特
異
な

　
　
「
一
生
成
仏
」
に
収
敏
し
て
と
ら
え
て
い
た
。
湯
次
了
栄
『
華
厳
大

　
　
系
』
（
一
九
｝
五
）
二
二
九
－
三
一
頁
、
吉
津
宜
英
『
華
厳
禅
の
思

　
　
想
史
的
研
究
』
一
八
五
ー
六
頁
参
照
。

（
3
1
）
　
慧
遠
『
浬
薬
経
義
記
』
巻
五
に
、
『
浬
葉
経
』
に
説
く
「
八
人
」

　
　
を
説
明
し
て
、
「
一
、
初
発
心
人
而
未
有
行
。
二
、
有
相
行
、
憎
厭

　
　
生
死
、
楽
脩
善
法
。
三
、
無
相
行
人
、
学
観
空
理
、
破
離
折
厭
、
見

　
　
人
行
悪
、
心
無
分
心
怒
、
見
人
脩
善
、
亦
不
析
慶
。
四
方
便
行
人
、
錐

　
　
見
法
空
而
常
随
有
起
諸
善
行
。
此
四
在
於
善
趣
位
中
。
五
者
習
種
。

　
　
六
者
性
種
。
七
者
解
行
。
八
者
聖
種
」
（
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
第
3
5

　
　
巻
六
六
六
b
）
と
あ
り
、
善
趣
と
い
う
の
は
、
初
住
で
位
に
入
る
ま

　
　
え
の
段
階
を
い
う
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

（
3
2
）
　
『
疏
』
巻
五
十
五
（
T
3
5
九
二
一
a
）
で
は
、
善
財
童
子
が
初
地

　
　
ま
で
登
る
の
で
あ
れ
ば
、
証
入
と
い
う
べ
き
だ
と
す
る
。

（
3
3
）
　
鎌
田
茂
雄
「
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
五
三
五
頁
参
照
。
な
お
、

　
　
竹
村
牧
男
氏
は
、
「
あ
ま
り
に
も
遠
大
な
漸
修
の
立
場
が
、
中
国
民

　
　
族
の
心
理
・
性
格
と
合
わ
な
い
」
こ
と
を
、
玄
　
唯
識
の
中
国
で
の

　
　
速
や
か
な
衰
微
の
一
原
因
と
し
て
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
竹
村
牧
男

　
　
「
地
論
宗
・
摂
論
宗
・
法
相
宗
ー
中
国
唯
識
思
想
史
概
観
」
（
平
川

　
　
彰
・
梶
山
雄
一
・
高
崎
直
道
編
『
講
座
大
乗
仏
教
8
1
唯
識
思
想
』

　
　
一
九
八
二
）
二
七
〇
頁
参
照
。

（
3
4
）
　
玄
　
唯
識
の
修
行
時
分
及
び
行
位
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
深
浦
正

　
　
文
『
唯
識
学
研
究
下
巻
教
義
論
』
六
七
ニ
ー
七
三
六
頁
を
参
照
。

（
3
5
）
　
『
華
厳
玄
談
会
玄
記
』
巻
十
↓
（
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
第
8
巻
一

　
　
六
六
b
）
で
は
、
「
有
作
之
修
、
多
劫
終
成
敗
壊
」
の
解
説
に
、
『
鏡

　
　
心
録
』
を
引
い
て
、
「
有
作
之
修
」
と
は
、
「
法
相
宗
」
の
「
八
識
生

　
　
滅
有
作
之
心
」
で
万
行
を
修
す
る
こ
と
だ
、
と
し
て
い
る
。

（
3
6
）
　
澄
観
は
『
紗
』
の
巻
二
で
、
な
ぜ
こ
の
『
疏
』
を
作
成
す
る
必
要

　
　
が
あ
る
か
の
理
由
を
十
挙
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ま
ず

　
　
総
論
で
慧
苑
の
『
刊
定
記
』
が
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
た
遮
那
の
心

　
　
源
、
普
賢
の
行
海
を
後
学
の
者
か
ら
遠
ざ
け
、
彼
ら
が
「
華
厳
経
』

　
　
を
軽
ん
ず
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
、
と
す
る
（
T
3
6
一
六
b
）
。
次

　
　
い
で
別
論
第
二
の
「
顕
示
心
観
、
不
倹
参
禅
」
の
項
目
で
、
慧
苑
が

　
　
参
禅
せ
ず
に
文
言
の
解
釈
に
終
始
し
た
こ
と
を
批
判
す
る
（
T
3
6
一

　
　
六
C
I
一
七
a
）
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
そ
れ
と
反
対
に
「
使
造
解
成

　
　
観
、
即
事
即
行
、
口
談
其
言
、
心
詣
其
理
」
（
T
3
6
一
七
a
）
を
モ

　
　
ッ
ト
ー
に
、
学
者
の
た
め
の
実
践
的
手
引
き
と
し
て
『
華
厳
経
』
を

　
　
位
置
づ
け
る
こ
と
を
め
ざ
す
と
い
う
。

（
3
7
）
　
『
探
玄
記
』
巻
一
（
T
3
5
一
〇
八
c
）
参
照
。
慧
苑
も
行
布
と
円

　
　
融
と
い
う
対
概
念
を
継
承
す
る
。
『
刊
定
記
』
巻
一
（
大
日
本
続
蔵

　
　
経
第
3
巻
五
七
一
b
）
参
照
。
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（
3
8
）
　
『
妙
』
巻
三
（
T
3
6
二
一
a
－
c
）
参
照
。

（
3
9
）
　
澄
観
の
禅
宗
観
及
び
そ
れ
に
対
す
る
教
判
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い

　
　
て
は
、
鎌
田
茂
雄
前
掲
書
四
七
五
－
五
〇
〇
頁
、
吉
津
宜
英
「
澄
観

　
　
の
禅
宗
観
に
つ
い
て
」
（
『
宗
学
研
究
』
2
2
・
一
九
八
〇
）
、
「
頓
教
に

　
　
対
す
る
澄
観
の
解
釈
に
つ
い
て
」
（
『
宗
学
研
究
』
2
3
・
一
九
八
一
）
、

　
　
「
澄
観
の
華
厳
教
学
と
禅
宗
」
（
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
9
7
・
一

　
　
九
八
五
、
の
ち
『
華
厳
禅
の
思
想
史
的
研
究
』
一
九
八
五
）
二
一
九

　
　
ー
二
六
七
頁
所
収
）
、
徐
海
基
「
澄
観
の
禅
宗
観
」
（
『
印
度
学
仏
教

　
　
学
研
究
』
5
1
1
1
・
二
〇
〇
三
）
参
照
。

（
4
0
）
　
『
華
厳
経
行
願
品
疏
』
巻
四
（
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
第
5
巻
一
〇

　
　
八
a
）
に
も
同
様
の
発
言
が
み
え
る
が
、
相
手
の
立
場
が
「
即
心
即

　
　
仏
」
で
あ
る
と
よ
り
明
瞭
に
語
ら
れ
て
い
る
。

（
4
1
）
　
引
用
文
中
に
見
え
る
「
薙
過
」
は
、
飛
び
越
す
と
い
う
意
味
と
考

　
　
え
ら
れ
る
。
『
続
古
尊
宿
語
録
』
獺
奄
需
暉
師
語
に
「
但
於
王
公
草

　
　
舎
不
得
住
、
少
父
丘
園
急
走
過
、
平
嘘
随
店
莫
掛
瓶
孟
、
峻
嶺
高
巖

　
　
不
須
駐
足
、
翻
然
藷
過
那
邊
、
方
較
些
子
」
（
大
日
本
続
蔵
経
第
6
8

　
　
巻
四
七
二
b
）
と
あ
る
。
ま
た
唐
の
不
空
訳
の
『
金
剛
頂
纒
一
字
頂

　
　
輪
王
喩
伽
一
切
時
庭
念
諦
成
佛
儀
軌
』
に
は
、
密
語
を
諦
し
な
が
ら

　
　
数
珠
を
数
え
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う

　
　
に
あ
る
。
「
二
手
當
心
前
、
各
撮
聚
五
指
、
從
母
初
珠
起
、
一
諦
指

　
　
　
遍
。
與
密
言
齊
平
、
至
母
珠
郡
　
。
不
鷹
越
母
珠
、
蒸
過
越
法
罪
。

　
　
萬
千
或
百
八
、
一
敷
爲
常
定
。
不
鷹
有
増
減
、
数
限
既
終
畢
。
還
捧

　
　
合
加
持
、
放
置
於
浮
庭
。
敬
珠
由
如
佛
、
不
鷹
輕
棄
燭
。
」
（
T
1
9
三

　
　
二
五
a
l
b
）
母
珠
を
飛
び
越
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
越
法
罪
と

　
　
な
る
の
だ
と
い
う
。

（
4
2
）
石
井
修
道
「
真
福
寺
文
庫
所
蔵
の
『
斐
休
拾
遺
問
』
の
翻
刻
」

、

　
　
（
『
禅
学
研
究
』
6
0
・
一
九
八
一
）
一
〇
二
頁
。

（
4
3
）
　
李
通
玄
は
、
「
此
生
」
に
お
い
て
正
智
と
相
応
し
、
分
段
身
で
観

　
　
行
を
成
ず
れ
ば
、
「
来
生
」
に
お
い
て
変
易
身
を
得
て
神
通
を
獲
得

　
　
す
る
と
い
う
。

　
　
○
修
行
入
見
道
已
、
以
正
智
光
明
作
如
是
観
、
一
如
纏
作
膿
用
之
門
、

使
無
偏
學
以
滞
其
功
。
以
此
生
作
一
観
門
成
、
當
生
便
入
報
業
神
功

大
用
自
在
也
。
此
是
一
刹
那
際
、
來
生
以
圓
智
照
之
可
見
。
如
西
方

浄
土
観
、
一
向
有
爲
作
想
、
以
心
想
成
、
猶
尚
得
婁
易
生
死
報
業
神

通
。
如
十
善
業
、
尚
生
天
上
、
得
報
業
神
通
。
如
龍
大
力
鬼
、
尚
以

無
明
悪
業
、
猶
有
神
通
。
何
況
道
眼
開
敷
、
慈
善
根
力
、
使
智
神
用

一
生
作
意
、
而
於
來
世
不
獲
大
用
神
通
者
也
。
以
明
初
獲
心
便
成
正

覧
者
、
即
法
身
無
相
根
本
普
光
明
智
、
騰
無
作
理
、
以
爲
正
賢
之
膿
、

以
此
成
就
神
通
、
是
菩
薩
行
。
正
覧
智
艦
、
今
此
現
生
一
生
襲
心
相

磨
時
、
得
以
正
智
、
於
分
段
身
、
作
観
行
心
成
、
兼
修
善
、
兼
修
衆

藝
。
観
行
心
成
、
來
生
入
攣
易
身
。
以
今
生
分
段
之
身
是
過
去
作
業
、

　
　
今
身
以
智
修
観
行
業
、
來
生
得
神
用
攣
化
生
也
。
（
『
略
繹
新
華
嚴
纒

　
　
修
行
次
第
決
疑
論
』
巻
第
二
之
上
・
T
3
6
一
〇
二
三
b
）

（
4
4
）
　
結
城
令
聞
氏
は
、
「
『
華
厳
五
教
章
』
が
は
た
し
た
歴
史
的
意
味
の

　
　
序
説
－
五
教
章
玄
談
の
玄
談
」
（
『
京
都
女
子
学
園
仏
教
文
化
研
究
所

　
　
紀
要
』
1
・
一
九
七
一
、
の
ち
『
結
城
令
聞
著
作
選
集
　
第
二
巻

　
　
華
厳
思
想
』
一
九
九
九
・
所
収
）
で
、
陪
唐
時
代
に
成
立
し
た
”
中

　
　
国
的
仏
教
”
の
特
徴
を
整
理
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
第
二
と
し
て

　
　
「
そ
の
実
践
に
よ
っ
て
、
さ
と
り
、
あ
る
い
は
さ
と
り
へ
の
保
証
を

　
　
今
生
に
お
い
て
う
る
こ
と
」
と
い
う
項
目
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
ま

　
　
た
、
「
一
生
」
で
は
な
い
が
、
南
北
朝
時
代
に
中
国
で
興
っ
た
「
速

　
　
疾
成
仏
」
の
信
仰
の
展
開
を
追
っ
た
も
の
に
横
超
慧
日
「
速
疾
成
仏
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の
思
想
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
3
－
1
・
一
九
五
四
、
の
ち

　
　
『
法
華
思
想
の
研
究
』
一
九
七
一
、
所
収
）
が
あ
る
。
氏
は
、
頓
悟

　
　
漸
悟
の
争
い
か
ら
『
無
量
義
経
』
の
作
成
、
浄
土
往
生
、
法
華
三
昧

　
　
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
お
ら
れ
る
。

（
4
5
）
　
智
嚴
の
成
仏
論
に
つ
い
て
は
、
木
村
清
孝
「
初
期
中
国
華
厳
思
想

　
　
の
研
究
』
（
一
九
七
七
）
五
七
ニ
ー
五
九
三
頁
、
吉
津
宜
英
『
華
厳

　
　
禅
の
思
想
史
的
研
究
』
六
七
ー
七
八
頁
、
村
上
俊
「
智
嚴
の
成
仏
思

　
　
想
」
（
『
南
都
仏
教
』
7
1
・
一
九
九
五
、
後
『
唐
代
禅
思
想
研
究
』

　
　
（
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
研
究
報
告
4
）
一
九
九
六
、
所
収
）

　
　
を
参
照
。
た
だ
、
村
上
氏
の
観
点
は
、
筆
者
か
ら
い
え
ば
、
智
撮
の

　
　
立
場
を
「
禅
宗
」
的
方
向
へ
近
づ
け
す
ぎ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　
澄
観
　
安
国
　
一
生
成
仏
　
信
満
成
仏
　
初
住
成
仏
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Qingliang－Chengguan’s　criticism　of　Anguo’s　theory

　　－with　regard　to　the　possibility　of　becoming　a　buddha　in　the

　　　present　life一

MABUCHI　Masaya

Key　words：Chengguan，　Anguo，　becoming　a　buddha　in　the　present

life，　becoming　a　buddha　at　shixin，　becoming　a　buddha　at　chuzhu．

　In　this　essay，　I　discuss　the　Qingliang－Chengguan’s（清涼澄観）

criticism　of　Anguo’s（安国）theory，　and　highlight　the　main　difference

between　the　two　theories，　whether　or　not　they　acknowledge　the

possibility　of　becoming　a　buddha　in　the　present　life．　Although

ix



Chengguan　states　that　there　exists　a　possibility　of　becoming　a　Buddha

at　a　comparatively　lower　level　of　the　cultivation　system，　shixin（十信）

or　chuzhu（初住），　Anguo　asserts　that　Buddhahood　can　only　be

attained　at　a　comparatively　higher　level　of　the　system，　chudi（初地）．

This　implies　that　according　to　Anguo　it　is　not　possible　to　become　a

buddha　in　the　present　iife．　On　the　other　hand，　Chengguan　eagerly

supports　the　idea．　Further，　I　claim　that　Chengguan’s　Buddhism　does

not　imply　the　end　of　cultivation　when　one　reaches　the　level　of　shixin　or

chuzhu　and　attains　Buddhahood．　One　should　continue　in　the　efforts　to

cultivate　oneself　even　after　becoming　a　buddha　at　shixin　or　chuzhu

because　there　are　major　differences　between　the　primary　buddha　at　low

levels　and　the　one　at　the　highest　level．　This　subtle　position　of　Cheng

guan’s　thought　should　be　considered　as　the　consequence　of　his　responce

to　two　contemporary　Buddhism　sects，　Xuanzhuang－weishi（玄　唯識）

and　Chanzong（禅宗）．

　　In　the　first　chapter，　I　prove　that　Anguo　is　Lishe（利渉），　a　disciple　of

Xuanzhuang．　In　the　following　two　chapters，　I　analyze　Chengguan’s

comments　against　Anguo　in　detail．　Further，　in　the　fourth　chapter，　I

highlight　that　the　famous　system　of　attaining　Buddhahood　through

three　lives（三生成仏），　in　keeping　with　the　Huayan（華厳）Buddhism，

is　closely　linked　to　Chengguan’s　conviction　that　one　can　attain

Buddhahood　in　the　present　life．　In　the　last　chapter，　I　discuss　the

difference　between　Chengguan’s　thought　on　attaining　Buddhahood　and

the　viewpoint　of　the　Chanzong　sect．
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